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平成18年度一般会計決算②

平成18年度介護保険決算④

平成20年度保育園児を募集します⑥
白鷹町よつば保育園の

指定管理者の指定について⑦
地区公民館嘱託職員（館長代理）を

募集します⑧

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務政策課

地域の心、タスキに込め　－　白鷹町誕生53周年記念地区対抗駅伝競走大会　十王チームが初優勝！
　10月７日、町内各地を走る「町駅伝」が行われました。今回は15年ぶりに８チーム参加。各チームとも選手、スタッフが、
磨き上げた個人の力、築き上げた団結力をこの42.8kmにぶつけ、タスキをつなぎました。レースは、十王チームが終始レー
スを引っぱり、７連覇の懸かる荒砥Ａチームを破り、見事初優勝を果たしました。ゴール後、役場前は快挙を喜ぶ十王地区
の皆さんの歓喜の渦に包まれました（結果は11月号に掲載します）。
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使ったお金は

70億8,088万円

歳入総額　73億9,406万円

町税
11億7,156万円

15.9％

その他
（自主財源）
8億6,743万円

11.8％

地方交付税
36億8,519万円

49.8％

国庫支出金
3億6,184万円

4.9％

町債
5億1,250万円

6.9％

その他
（依存財源）
4億9,007万円

6.6％

特別交付税
3億1,984万円

4.3％

その他（自主財源）内訳 金額 構成比（％）

分担金及び負担金 1億3,043万円  1.8

使用料及び手数料 5,092万円  0.7

財産収入 1,557万円  0.2

寄附金 210万円  0.0

繰入金 1億8,108万円  2.5

繰越金 3億4,533万円  4.7

諸収入 1億4,200万円  1.9

小　計 8億6,743万円 11.8

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 4億2,799万円  5.8

固定資産税 5億7,890万円  7.8

軽自動車税 3,545万円  0.5

たばこ税 7,325万円  1.0

入湯税 976万円  0.2

都市計画税 4,621万円  0.6

小　計 11億7,156万円 15.9

その他（依存財源）内訳 金額 構成比（％）

地方譲与税 2億4,721万円 3.3

利子割交付金 389万円 0.1

配当割交付金 405万円 0.1

株式等譲渡所得割交付金 241万円 0.0

地方消費税交付金 1億4,192万円 1.9

自動車取得税交付金 5,755万円 0.8

地方特例交付金 2,993万円 0.4

交通安全対策特別交付金 311万円 0.0

小　計 4億9,007万円 6.6

　

18
年
度
は
、
三
位
一
体
改
革
の
推
進
な
ど
非
常
に
厳
し

い
状
況
の
中
、
第
４
次
白
鷹
町
総
合
計
画
を
着
実
に
進
め

る
た
め
、
行
財
政
改
革
を
行
い
な
が
ら
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
予
算
の
重
点
配
分
を
行
う
な
ど
、
着
実
か
つ
効
率
的

な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
歳
入
総
額
で
４
・
３
％
、
歳
出
総
額
で
４

・
０
％
昨
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
り
、
収
支
差
引
３
億

１
３
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

指
標
的
に
は
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
見
る
経
常
収
支

比
率
は
、
経
常
経
費
の
歳
出
削
減
に
努
め
た
結
果
、
人
件

費
や
物
件
費
が
減
少
し
た
も
の
の
、
町
税
や
普
通
交
付
税
、

臨
時
財
政
対
策
債
（
臨
財
債
）
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と

か
ら
、
92
・
６
％
（
＋
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
し

た
。
借
入
金
関
係
の
指
標
と
な
る
実
質
公
債
費
比
率
は
、

算
定
方
法
の
一
部
変
更
も
加
わ
り
23
・
７
％
と
１
・
０
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、
引
き
続
き
地
方
債
許
可
団
体
の
基
準
と

な
る
18
・
０
％
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
は
、
町
民
税
で
個
人
分
が
税
制

改
正
の
影
響
な
ど
に
よ
り
＋
５
・
３
％
、
法
人
分
は
設
備

投
資
等
の
影
響
に
よ
り
▲
15
・
０
％
と
な
り
、
全
体
で
は

＋
１
・
２
％
。
固
定
資
産
税
は
、
土
地
と
償
却
資
産
で
伸

び
た
も
の
の
、
家
屋
が
評
価
替
え
の
影
響
で
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
か
ら
▲
４
・
５
％
と
な
り
、
町
税
全
体
で
は
▲

２
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
譲
与
税
は
所
得
譲
与
税

の
増
加
に
よ
り
＋
28
・
３
％
と
な
っ
た
も
の
の
、
地
方
交

付
税
が
▲
３
・
１
％
と
な
り
、
結
果
と
し
て
町
税
等
も
含

む
一
般
財
源
は
▲
１
・
８
％
、
臨
財
債
含
み
で
▲
２
・
２

％
、
約
１
億
２
０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
影
響
な
ど
で
減

少
、
県
支
出
金
は
畜
産
事
業
関
連
補
助
の
完
了
な
ど
で
減

少
、
地
方
債
は
臨
財
債
や
建
設
事
業
費
の
影
響
な
ど
で
減

少
、
繰
入
金
と
し
て
福
祉
振
興
基
金
の
活
用
を
行
い
ま
し

た
。

　

決
算
を
総
じ
て
見
れ
ば
、
行
革
推
進
に
よ
り
経
費
削
減

な
ど
に
努
め
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
等

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
で
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
状
況
は
町
財
政
中
期
展
望
の
想
定
内
の
も

の
で
あ
り
、
引
き
続
き
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

＊
「
▲
」
は
減
少
（
マ
イ
ナ
ス
）

＊
歳
出
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
「
歳
出
を
見
て
み
る
と
」
を
参
照
。

平
成
18
年
度�

一
般
会
計

11億9,626万円
15.5％

8億8,050万円
11.4％

3億7,464万円
4.9％

5億5,818万円
7.2％

34億7,543万円
45.0％

3億2,695万円
4.2％

平成17年度
総額77億2,306万円

平成18年度
総額73億9,406万円

4億6,631万円
6.0％

38億238万円
49.2％

4億4,479万円
5.8％

普通交付税
33億6,535万円

45.5％

決 算

特別会計・事業会計
会　計　名 歳　入 歳　出

十王財産区特別会計 156 万円 38 万円

下水道特別会計 9 億 1,573 万円 9 億   440 万円

国民健康保険特別会計 14 億 1,788 万円 13 億 4,729 万円

老人保健特別会計 16 億 9,125 万円 17 億 2,223 万円

農業集落排水特別会計 9,563 万円 9,372 万円

介護保険特別会計 12 億 8,460 万円 12 億 5,559 万円

水道事業会計＜収益的収支＞(税抜) 3 億 4,699 万円 3 億   131 万円

水道事業会計＜資本的収支＞(税込) 950 万円 1 億 3,320 万円

病院事業会計＜収益的収支＞(税抜) 11 億 8,306 万円 11 億 8,268 万円

病院事業会計＜資本的収支＞(税込) 2,276 万円 1 億 6,808 万円

訪問看護ステーション事業会計＜収益的収支＞(税抜) 3,964 万円 3,714 万円

訪問看護ステーション事業会計＜資本的収支＞(税込) 0 万円 220 万円

合　計（一般会計を含む） 144 億   268 万円 142 億 2,910 万円

※万円未満は端数調整あり

県支出金
3億547万円

4.1％
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　　 広報しらたか　2007.10.12●3

歳出総額　70億8,088万円

人件費
13億5,908万円

19.2％

公債費
17億3,544万円

24.5％

扶助費
5億1,954万円

7.3％

物件費
6億6,050万円

9.3％

維持補修費
1億3,690万円

1.9％

補助費等
9億2,668万円

13.1％

投資的経費
6億290万円

8.5％

その他
11億3,984万円

16.2％

普通建設事業費
4億9,178万円

6.9％

災害復旧事業費
1億1,112万円

1.6％

その他内訳 金額 構成比（％）

積立金 1億5,250万円  2.2

投資及び出資金、貸付金 3,611万円  0.5

繰出金 9億5,123万円 13.5

小　計 11億3,984万円 16.2

歳出を見てみると
　　区　分　　　　　　金　　額  　　　前年比（一人当たり金額）

●民生費　 14億3,753万円　△ 2.5％（87,654円）
　高齢者福祉では、地域包括支援センターを開設し介護、医療、福祉サービスの充
実に努めたほか、高齢者虐待防止ネットワーク協議会を県内最初に立ち上げました。
障がい者福祉では、障害者自立支援認定審査会の設置、「障がい福祉計画」の策定な
ど地域生活の支援をしてきました。子育て支援では、児童手当の制度改正への対応、
子育て支援センター及びファミリーサポートセンターの運営のほか、保育園１園の
民営化について検討してきました。このほか、介護保険、国民健康保険、老人保健
特別会計への繰出も行いました。

●衛生費　  5億4,987万円     3.3％（33,529円）
　健康づくりでは、検診事業と事後指導の取り組みとともに、健康教室などの開催、
元気ニコニコ推進会議の事業支援など、協働による事業を推進しました。環境保全
では、環境基本計画に基づき関係団体や町民の皆さんの理解と協力を得ながら、ご
みの減量化・リサイクルの推進、環境教育の推進、環境出前講座などに取り組むと
ともに、ワン・デイ省エネチャレンジなど省エネルギービジョンの実践にも努めま
した。また、生活環境の改善と水質保全に向けて、合併浄化槽設置整備事業や個別
排水処理施設整備事業に取り組みました。

●農林水産業費 3億2,789万円  △14.1％（19,993円）
　経営所得安定対策に対し、認定農業者や担い手を中心とした集落営農の推進、農
地の流動化促進などに努めました。安心・安全の農作物づくりを目指しエコエリア
推進事業によりエコファーマーの育成に努めるとともに、秋の白鷹をＰＲすること
で交流人口の拡大に努めました。中山間地域等直接支払推進事業のほか、モデル事
業として農地・水・農村環境保全向上活動支援実験事業に取り組むとともに、園芸
産地拡大強化支援事業に取り組みました。基盤整備では、県営西田尻地区基盤整備
と鷹山農免農道整備が完了、このほかため池等整備事業などを推進しました。林業
面では、森林環境保全整備事業（白鷹東部線）、森林整備地域活動支援交付金事業な
どを進めました。

●商工費    2億5,411万円　  76.1％（15,495円）
　町内の経済状況が業種により依然として厳しいなか、商工会の育成や技術力向上
への支援、白鷹サテライトオフィスとの連携により企業誘致や受注拡大に努めた結
果、鮎貝土地区画整理事業地内工業用地への進出企業の内定や新たな取引が始まる
などの成果がありました。商業では、経営アドバイザーの派遣によりにぎわいづく
りを支援しました。観光交流では「白鷹町観光交流推進計画」の策定、白鷹ブラン
ド推進事業としての「カシス」の栽培研究、第18回全国農村アメニティ・シンポジ
ウムの飯豊町との共同開催、観光４シーズン化事業の推進、しらたか的音楽映画塾
などの開催支援を行いました。ヤナ公園はトイレや物産交流施設、駐車場などの整
備を行い、道の駅「白鷹ヤナ公園（最上川あゆとぴあ）」として認定されました。

●土木費　  7億9,161万円  △31.1％ （48,269円）
　町道広野林通線の改良や赤坂深山線の調査、生活関連道路の整備のほか、引き続
き「協働のまちづくり公共土木施設整備事業」を実施しました。国・県道では、国
道２８７号線荒砥地内の拡幅、黒鴨鮎貝線など幹線道路網の整備に努めました。除
雪事業では、例年にない小雪を受けて除雪業者に対して補填

てん

措置を講じました。鮎
貝まちづくり事業では、主要地方道長井白鷹線の整備促進に努めるとともに、まち
づくり交付金事業として、中核施設である（仮称）白鷹町文化交流センターの基本
・実施設計、子育て支援目的の「四季の郷住宅団地」の用地取得、「四季の郷駅」及
び駅前広場の実施設計などを行いました。

●教育費　　5億1,354万円     2.0％ （31,313円）
　少子化に伴う本町における将来の小・中学校の適正規模や配置計画をまとめると
ともに、中山小・鷹山小の統合を決定、統合関連事業を実施しました。小中高連携
の中でキャリア教育の推進を図るとともに、荒砥高校の活性化支援を行いました。
施設関係では、旧建築基準建設の小中４校の耐震診断を実施するとともに、東根小
学校体育館や共同調理場設備の部分改修などを行いました。生涯学習では、「生涯学
習振興計画」を策定するとともに、町民が主体的に企画・運営する白鷹学講座の開
催や地区公民館講座の開催などにより、地域教育力の向上に努めました。スポーツ
面では、日本女子ソフトボールリーグ１部山形大会など各種大会を開催しました。
芸術文化面では、芸術祭や山響演奏会、草笛コンサートの開催のほか、古典桜保存
活動への支援などを行いました。

●その他 　32億  633万円     0.5％（195,508円）
　総務費では、地域主体の地域づくり計画の策定を支援する安心して住みやすい地
域創造事業、いきいき深山郷の親水広場を整備する一般コミュニティ助成事業、バ
ス・フラワー長井線対策、財政調整基金・減債基金の積立などを行いました。消防
費では、西置賜行政組合への常備消防負担金のほか消防ポンプ自動車、防火水槽な
ど施設等整備を行うとともに、自主防災組織の組織化や国民保護計画の策定を行い
ました。災害復旧費では、平成17年度の大雪や真冬日の影響による道路凍上災害に
対応しました。これらのほか、議会費（議会を運営するための費用）、労働費（勤労
者を支援するための費用）、公債費（借入金返済）に使われました。

使われたお金

431,761円

納めていただいた町税

71,437円

地方交付税・国県支

出金・地方債など

町民一人あたりの金額は、平成19年3月31日現在の

町の住民基本台帳人口16,400人で割ったのものです。

町民一人あたりで見てみると（一般会計分）

借入金の残高

633,399円

379,421円

平成17年度
総額73億7,773万円

平成18年度
総額70億8,088万円

14億7,217万円
20.0％

17億1,797万円
23.3％

5億2,447万円
7.1％

7億120万円
9.5％

2億4,849万円
3.4％

9億2,334万円
12.5％

11億794万円
15.0％

6億4,368万円
8.7％

3,847万円
0.5％

6億8,215万円
9.2％

14年度 15年度 16年度 17年度 18年度
100億円

105億円

110億円

115億円

120億円

125億円

130億円

135億円

114億2,120万円

123億6,731万円

129億6,771万円

133億1,330万円

103億8,774万円

地方債(借入金)残高の推移
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白
鷹
町
�

介
護
保
険

平
成
18
年
度
決
算

　

平
成
18
年
度
の
白
鷹
町
介
護
保

険
特
別
会
計
は
、
歳
入
総
額
12
億

８
４
６
０
万
円
、
歳
出
総
額
12
億

５
５
５
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
か

た
（
第
１
号
被
保
険
者
）
か
ら
町

が
直
接
い
た
だ
い
た
介
護
保
険
料

は
、
２
億
９
５
８
万
円
で
し
た
。

　

歳
出
の
う
ち
、
介
護
保
険
給
付

費
は
11
億
５
７
０
６
万
円
、
地
域

支
援
事
業
費
は
２
０
５
３
万
円
で

し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必

要
な
状
態
に
な
っ
た
と
き
の
生
活

を
支
え
る
大
切
な
し
く
み
と
し
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
保
険
料
を

ご
負
担
い
た
だ
く
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
町
を
目

指
し
て
、
介
護
予
防
・
重
度
化
防

止
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
歳出：12億5,559万円 歳入 :12億8,460万円

■地域支援事業、要介護申請等に関するお問い合わせ　白鷹町地域包括支援センター（☎86－0112）

第1号被保険者
保険料

2億958万円
16.3％

国庫支出金
3億3,247万円

25.9％

支払基金交付金
3億6,641万円

28.5％

県支出金
1億7,706万円

13.8％

一般会計
繰入金

1億4,809万円
11.5％

その他
3,481万円

2.7％

繰越金
1,618万円

1.3％

給付費の内訳
居宅サービス：5億2,422万円
施設サービス：5億4,429万円
地域密着サービス型：1,909万円
高額介護サービス：1,405万円
特定入所者介護サービス費：5,360万円
審査支払手数料：  181万円

介護保険給付費
11億5,706万円

92.2％

その他
1,467万円

1.1％

基金積立金
2,920万円
2.3％

財政安定化基金拠出金
67万円
0.1％

総務費
3,346万円

2.7％

地域支援事業費
2,053万円
1.6％

要介護等認定者数などの比較 （事業年度平均）
前期高齢者 後期高齢者 要介護等 介護サービス サービス 居宅サービス 施設サービス

（65 ～ 74 歳）（75 歳以上） 認定者数 利用実人数 利用率 利用者数 利用者数

平成 18 年度 2,084 人 2,813 人 826 人 710 人 86.0% 528 人 187 人

平成 17 年度 2,208 人 2,702 人 809 人 726 人 89.7% 552 人 182 人
※同一月の居宅･施設両サービス利用者がいるため、 介護サービス利用実人数と両サービスの合計人数は一致しません。

新
た
に
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
「
地
域
支
援
事
業
」

　

平
成
18
年
４
月
、
す
べ
て
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
る
以
前
か
ら
適
切
な
予
防
活
動
を
行

い
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
自
分
の
力
で
活
動
的

な
生
活
を
送
る
た
め
に
創
設
さ
れ
、
町
で
は
次
の
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

○
全
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
介
護
予
防
の
取
り
組
み

（
一
般
高
齢
者
施
策
）

　

通
所
に
よ
り
、
運
動
や
交
流
な
ど
を
行
い
「
運
動
機
能

の
向
上
」「
口
腔
機
能
の
向
上
」「
栄
養
改
善
」
に
つ
い
て

学
び
実
践
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
各
地
区
で
開
催
い
た
だ

い
て
い
る
サ
ロ
ン
へ
の
講
師
の
派
遣
や
補
助
を
行
い
ま
し

た
。

�
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業�
生
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
�
�
�
�
�
活
動
支
援
�

�
支
出
額
�
�
�
万
円
�

○
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
区
市
町
村
の
独
自
の
発
想
や
創

意
工
夫
を
生
か
し
た
形
の
取
り
組
み
（
任
意
事
業
）

　

要
介
護
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を
対
象
と
し
た

介
護
教
室
や
交
流
会
、
単
身
・
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
か
た

へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や
、
短
期
的
な
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
や
一
人
暮
し
の
高
齢
者
の
か
た
な
ど
に
緊
急

時
に
受
信
セ
ン
タ
ー
へ
通
報
で
き
る
装
置
設
置
、
お
む
つ

の
支
給
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

�
家
族
介
護
教
室
�
家
族
介
護
者
交
流

事
業
�
在
宅
生
活
支
援
事
業
�
地
域
生

活
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
事
業
�
在

宅
�
�
�
支
給
事
業
�
�

�
支
出
額
�
�
�
�
万
円
�
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■介護保険に関するご意見、お問い合わせ　健康福祉課介護保険係（☎86－0213）

■介護保険給付費の内訳

サービスの種類 サービスの内容

支出額

（　）内は施設サービス、

居宅サービスごとの比率

施
設
サ
�
ビ
ス

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

常に介護が必要で自宅での介護が困難なかたが入所し、

介護などの日常生活の世話、機能訓練、健康管理などが

受けられます。

3億 3,922 万円

（64.7％）

5億 2,422 万円

介護老人保健施設

（老人保健施設）

病気やけがなどの治療後、リハビリテーションなどを必

要とするかたが入所し、医学的管理下における、介護、

看護、リハビリテーションなどが受けられます。

1億 6,581 万円

（31.6％）

介護療養型医療施設 長期にわたって療養が必要なかたが入所し、療養上の管

理、看護、医学的管理下における介護などの世話、リハ

ビリテーションなどが受けられます。

1,919 万円

（3.7％）

居
宅
サ
�
ビ
ス

訪問介護 ホームヘルパーが訪問して入浴、排泄、食事などの介護

を行います。

5,729 万円

（10.5％）

5億 4,429 万円

訪問入浴介護 浴槽を積んだ浴槽車が自宅を訪問し、入浴サービスを行

います。

361 万円

（0.7％）

訪問看護 看護師などが自宅を訪問し、看護などを行います。 2,904 万円

（5.4％）

訪問リハビリテーション 専門職が自宅を訪問し、リハビリテーションを行います。 198 万円

（0.4％）

通所介護（デイサービス） デイサービスセンターなどに通い、入浴・食事の提供な

どの介護が受けられます。

1億 4,907 万円

（27.4％）

通所リハビリテーション 介護老人保健施設などに通い、リハビリテーションが受

けられます。

7,088 万円

（13.0％）

福祉用具貸与 貸与の対象として定められた福祉用具の貸付が受けられ

ます。

3,657 万円

（6.7％）

短期入所介護

（ショートステイ）

特別養護老人ホームや老人保健施設などに短期間入所し、

入浴、排泄、食事などの介護や機能訓練が受けられます。

1億 1,713 万円

（21.5％）

居宅介護支援 ケアマネジャーが利用計画の作成などのケアマネジメン

トを行います（利用者負担なし）。

6,099 万円

（11.2％）

居宅療養管理指導 医師、歯科医師、薬剤師などが療養上の管理や指導を行

います。

676 万円

（1.2％）

特定施設入所者生活介護 有料老人ホームなどで入浴、排泄、食事などの介護が受

けられます。

530 万円

（1.0％）

福祉用具購入費

住宅改修費

保険対象となる福祉用具の購入や住宅改修を行い、後で

費用の９割を町から払い戻しを受けます（住宅改修は事

前の申請が必要です）。

567 万円

（1.0％）

地
域
密
着
型

サ
�
ビ
ス

認知症対応型共同生活介護

（グループホーム）

認知症のかたが共同生活をする住居において、入浴、排泄、

食事などの介護が受けられます。

799 万円

1,909 万円
認知症対応型通所介護 認知症のかたがデイサービスセンターなどに通い、入浴、

排泄、食事などの介護が受けられます。

1,110 万円

そ
の
他

高額介護サービス費 １カ月の利用者負担額が、一定の上限額（一般世帯は

37,200 円）を超えた場合、超えた分が払い戻されます（払

い戻しを受けるためには申請 (初回時のみ)が必要です）。

1,405 万円

6,946 万円

特定入所者介護サービス費 施設サービス等を利用する際の食費及び居住（滞在）費

について、負担が重くならないよう、世帯状況や所得状

況などに応じて自己負担の限度額が設けられます。施設

が定めた食費及び居住（滞在）費のうち、利用者は限度

額までを負担いただきます。それを超えた分は介護保険

から支給されます（自己負担の限度額の適用を受けるた

めには申請が必要です）。

5,360 万円

審査支払手数料 介護サービス事業者からの請求などについての審査・支

払いなどに関する事務を国保連合会に委託しており、そ

の手数料を支払います。

181 万円

介護保険給付費合計 11 億 5,706 万円
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�
保
育
園
入
所
対
象
児
童
�

　

家
庭
の
都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
状
態
に
あ

る
乳
幼
児
で
す
。

�
申
�
込
�
方
法

初
�
�
保
育
園
�
入
所
�
�
�
子
�
�
�
場
合
�
新
規
�

�
申
込
書
�
�
関
係
書
類
�
保
育
園
�
�
�
健
康
福
祉
課
子

育
�
支
援
係
�
受
�
取
�
�

�

�
必
要
事
項
�
書
�
�
書
類
等
�
準
備
�
�
�
�
不
明
�
点

�
�
提
出
�
�
�
�
�
�
相
談
�
�
�
�
�

�

�
期
日
�
�
健
康
福
祉
課
子
育
�
支
援
係
�
書
類
等
�
提
出

�
�
�

　

入
所
申
込
書
と
関
係
書
類
を
表
２
の
日
程
で
受
け
付
け
ま

す
。
入
所
申
込
書
は
、
各
保
育
園
及
び
健
康
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
お
取
り
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
入
所
し
て
お
り
、
引
き
続
き
保
育
を
希
望
す

る
場
合
は
、
今
回
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保

育
園
を
通
じ
「
世
帯
状
況
調
査
」
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
保
育
園
か
ら
ほ
か
の
保
育
園
に
転
園
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
新
規
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
保
育
料
�

　

国
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
保
護
者
の
所
得
状
況
と
児
童

の
年
齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
度
の
保
育
料
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

�
入
所
承
諾
�　

１
月
下
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

※
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
こ
の
期
間
に
忘

れ
ず
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
こ
の
期
間
後
に
申
し
込
ま

れ
た
場
合
は
、
定
員
な
ど
の
都
合
に
よ
り
希
望
す
る
保
育
所

に
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

施設名 定員 対象 保育サービス 保育形態

こぐわ保育園 90 3～5歳 時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、一時保育 異年齢混合保育（3、4、5歳）

あゆかい保育園 120 0～5歳 時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育 異年齢混合保育（3、4、5歳）

よつば保育園 90 0～5歳

時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、一時保育
※平成 21 年度から指定管理者による運営となります。
　平成 20 年度は引き継ぎ保育期間となります。
　（左ページをご覧ください）

年齢別保育

ひがしね保育園 90 3～5歳
時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、
障害児保育、一時保育

異年齢混合保育（3、4、5歳）

あらと保育園 150 0～5歳
時間延長保育、乳児保育（産休明け保育含む）、
一時保育

年齢別保育（0、1、2、5歳）
異年齢混合保育（3、4歳）

表１　募集内容と保育サービス

※対象児童年齢は、平成20年４月１日現在のものとします。
※時間延長保育は、あらと保育園は午前７時～８時30分、午後５時～７時、そのほかの保育園は午前７時30分～８時30分、
　午後５時～６時30分となります。
※一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童が対象となります。

保育園児を募集します
平成20年度
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受付場所

健康福祉課子育て支援係
（健康福祉センター内）

☎ 86-0212

受付日時

11月１日（木）～14日（水）
午前８時30分～午後５時

※土・日・祝日を除く。月曜日は夜７時まで

表２　申し込みの受付日時と場所

世帯の課税状況 3歳未満児 3歳以上児

生活保護世帯 0円 0円

町民税・所得税非課

税世帯
8,000円 5,000円

町民税課税・所得税

非課税世帯
17,000円 14,000円

所得税課税世帯
25,000円

～50,000円

19,000円

～36,000円

表３　平成19年度保育料

※１世帯から２人以上の児童が入所する場合は、第２子
　が半額に、３人以上が入所する場合は、第２子が半額、
　第３子が10分の１の額となります。

問い合わせ

健康福祉課子育て支援係
　（健康福祉センター内・☎86－0212）

　公募を行っていました白鷹町よつば保育園の指定管理者について、９月議会定例会において社会福
祉法人白鷹会（理事長　文屋正道）が指定されました。
　今後、平成20年４月から社会福祉法人白鷹会より４人の職員が町の職員とともに保育にあたり、１
年間の引き継ぎ保育を実施します。平成21年４月からは、指定管理者が管理運営にあたる公立保育所
となります。
　なお、選定結果については下記のとおりです。

●指定管理者候補事業者の選定結果

施設名 白鷹町よつば保育園

指定期間 平成 21 年 4 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日まで

指定管理者の候補

事業者団体名

所在地　白鷹町大字荒砥乙 721 番地 1

名　称　社会福祉法人　白鷹会

代表者　理事長　文屋正道

審査内容 選定にあたっては次の選定基準に基づき審査を行った。

①保育園の運営方針・保育目標が優れていること

②保育園の管理運営を安定して行うことができる実績または確保できる見込みがあること

③利用者の平等な利用とサービスの向上が図られること

④経費の見積もりに無理無駄がなく、適正であること

⑤地域の子育て支援に対する考え方を具体的に示していること

評価及び結果 　指定管理者選定委員会において、社会福祉法人白鷹会から提出された申請書等に基づき審査

した結果、選定基準を満たしており、指定管理者として妥当であると判断し候補事業者として

選定した。

○町の募集方針を理解し、本事業を運営する体制の確保が見込まれる。

○長年にわたる保育実績、クラブ保育の実践とともに子育て相談体制の確保など地域における

　子育て支援活動が顕著である。

○事業計画、収支計画が適正に見積もられている。

白鷹町よつば保育園の指定管理者の指定について
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地
区
公
民
館
嘱
託
職
員
�
館
長
代
理
�
�
募
集
�
�
�

●
任
用
人
員　

館
長
代
理
６
人

●
任
用
期
間　

平
成
20
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で

の
１
年
間

＊
再
任
用
は
可
能
で
す
。
満
65
歳

　

に
な
る
年
度
ま
で
と
し
ま
す
。

●
任
用
条
件

①
身
分
は
非
常
勤
嘱
託
職
員

＊
原
則
と
し
て
勤
務
時
間
は
、
月

　

〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時
の
間
の
週
30
時
間
（
変
形

　

労
働
時
間
制
）。

＊
休
日
は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及

　

び
祝
日
。
年
末
年
始
休
暇
12
月

　

29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
。

②
給
与
は
、
館
長
代
理
20
万
円
で

す
。
そ
の
ほ
か
の
手
当
は
支
給
し

ま
せ
ん
。

③
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険

に
加
入
し
ま
す
。

●
職
務
内
容

①
地
区
公
民
館
が
行
う
各
種
事
業

　

の
企
画
、
実
施

②
地
区
公
民
館
施
設
の
維
持
管
理

③
各
種
団
体
の
育
成
指
導

④
そ
の
他
社
会
教
育
及
び
地
域
づ

　

く
り
の
事
業
に
関
す
る
こ
と

●
応
募
資
格

○
町
内
に
住
所
が
あ
る
か
、
ま
た

　

は
平
成
20
年
４
月
１
日
ま
で
住

　

所
を
有
す
る
予
定
の
か
た

○
昭
和
18
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　

48
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
か
た

○
エ
ク
セ
ル
及
び
ワ
ー
ド
の
操
作

　

が
で
き
る
か
た

●
受
付
期
間　

10
月
15
日
（
月
）

〜
29
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

＊
土
、
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

＊
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

●
申
込
場
所　

教
育
委
員
会　

生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
郵

送
の
場
合
は
29
日
必
着
。
早
め
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
申
込
手
続　

指
定
の
任
用
試
験

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

写
真
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
、

ヨ
コ
３
cm
×
タ
テ
４
cm
、
無
帽
、

上
半
身
、
正
面
）
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
教
育

委
員
会
・
各
地
区
公
民
館
に
準
備

し
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
試
験
日
・
会
場

・
11
月
18
日
（
日
）

・
中
央
公
民
館

●
任
用
決
定　

面
接
・
作
文
（
当

日
課
題
指
定
）
試
験
を
行
い
、
後

日
、
最
終
審
査
会
を
開
催
し
決
定

し
ま
す
。
任
用
決
定
は
12
月
中
に

書
面
で
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か

た
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
か
た

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

　

す
る
か
た

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま

　

た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

　

が
な
く
な
る
ま
で
の
か
た

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

�

白
鷹
町
�
好
�
�
�
�
�
気
�
�
�
�
�
�
待
�
�
�
�

�
�
地
域
�
皆
�
�
�
�
�
�
地
域
�
盛
�
上
�
�
�
�
�

�
�
�
�

白鷹景観フォーラム
を開催します

●内容（予定）
◇基調講演
・演題「古典桜と人びとの暮らしについて」
・講師　日本さくらの会副会長　佐野藤右衛門さん
◇プレゼンテーション
・提言①　村並保存と地域づくり
　　　　　地域振興アドバイザー　岡田文淑さん
・提言②　持続的環境づくりと景観
　　　　　東北芸術工科大学　三浦秀一さん
◇フォーラム（討論）
「白鷹（ちいき）における景観とは」
　佐野藤右衛門さん　岡田文淑さん　三浦秀一さん（進行役）

●主催　白鷹町、財団法人自治総合センター
●共催　白鷹町教育委員会
■問い合わせ
　まちづくり推進課企画振興係（☎85－6110）

い　つ　11/８（木）　昼12時30分～午後４時30分
どこで　パワーセンター白鷹

　白鷹にある古典桜、西山の山並み、最上川など、
身近にある景観をあらためて見直し、そこに住む
わたしたちはどうかかわり、後世へつないでいけ
ばよいのか。白鷹町を知る３人のかたがたをお招
きし、参加者とともに考えていきます。
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「入湯税」ってなに？

　入湯税は町内の温泉（鉱泉浴場）を利用

した人が負担する税金で、経営者が料金と

一緒に徴収し、町に納付します。この税は

目的税として、環境衛生施設や鉱泉源の保

護管理施設・消防施設・観光施設などの整

備及び観光の振興などにその使い道が定め

られています。

　町内では２つの温泉施設が営業を行って

おり、平成18年度は、約975万円の収入が

あり、鉱泉源の管理や観光振興のために活

用されました。残念なことに入湯客が年々

減少傾向にあり、平成18年度は前年度に比

べ約44万円の減収となりました ｡

　寒さの増すこれからの季節、心身とも温

まりに、疲れを癒や

しに、町内の温泉を

ぜひご利用ください。

●税額
　宿泊した入湯客１人一泊につき　150円
　日帰りの入湯客１人一日につき　100円
●課税されない人
12 歳未満の人や、学校が教育活動として
　実施する行事に参加する生徒等などは課
　税されません。

「都市計画税」とは？

　都市計画税は、都市計画法第59条の規定

に基づく道路・公園・下水道などの都市計

画事業や土地区画整備事業の費用に充てる

市町村の税金です。

　平成18年度は、4,621万円の収入があり、

公園・下水道の整備に活用されました。

　白鷹町では、昭和54年から導入し、課税

は町の条例で定める都市計画区域内の用途

区域にある土地と家屋が対象となっており、

税率は0.3％で、固定資産税とあわせて賦

課・徴収しています。

問い合わせ
町民税務課　町税係
☎85－6133

白鷹町協働のまちづくり条例の

検証委員
　各地区における座談会なども行いながら、平成16年４

月より取り組んでいます協働のまちづくりについては、

条例の施行から丸３年が経過しました。

　条例の目的に基づくまちづくりに取り組んできた一方

で、条例には、条例を定期的に検証し、これまで以上に

より良いまちづくりに向けた取り組みを行っていけるよ

うな条文も設けています（※）。

　町でも内部における検証を行っているところですが、

今後さらにより良いまちづくりの方向性を見出していく

ために、町民の皆さんとともにこれまでの取り組みを検

証していきます。条例に見直すべき点はないか、どのよ

うに見直すべきかなどを検討します。

　つきましては、下記のとおり「白鷹町協働のまちづく

り条例検証委員」を募集しますので、ぜひ皆さんご協力

をお願いいたします。

※白鷹町協働のまちづくり条例　第17条

　町は、この条例の施行後５年を超えない期間ごとに、この条

例がまちづくりの基本原則として適切に機能しているかを検討

し、その結果を踏まえ、この条例を見直すなど必要な措置を講

ずるものとする。

●応募資格
（１）町の区域内に住所を有するかた、または、白鷹町
　　ふるさと交流大使に委嘱されているかた
（２）原則全ての会議に出席できるかた
（３）白鷹町の議員及び職員でないかた
（４）納税義務を満たし、公民権を有しているかた
●募集人数
　若干名（公募委員のほかに町から依頼する委員もいます）
●任期　委嘱の日から平成21年３月31日まで
●応募方法
　電話及びファックスなどで、まちづくり推進課までご
　応募ください。広報９月号に入っている「町報直通便」
　をご利用いただいても結構です。応募の必須要件は、
　お名前、住所、電話番号、年齢となります。
●応募締め切り　10月31日（水）
●その他
（１）平成20年３月まで３回程度の会議を予定していま
　　す。なお、第１回目の検討会は11月中旬の予定です。
（２）委員には日額3,000円の謝礼をおあげします。
■連絡先・問い合わせ
　まちづくり推進課　企画振興係　担当：菅間、大木
　☎85-6110（直通）／ FAX85-2128

募集税   のまめ知識
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定
面
積
と
は
？
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出
の
必
要
な
土
地
取
引
�

（１）都市計画区域

   　　　　5,000m2以上

　　　　　
（５反歩）

（２）都市計画区域以外の区域

   　　　　10,000m2以上

　　　　　
（１町歩）

◇一団の土地取引についても

　届出が必要です。

（例）

２．白鷹町基準地価格

基準地の所在
今年価格
（円/m2）

前年価格
（円/m2）

変動率
（％）

大字荒砥甲字長表五788番23（仲町公民館付近） 18,200 19,200 -5.2

大字鮎貝字八幡一1104番4　外3筆（新野医院付近） 9,500 10,200 -6.9

大字十王字本宿2934番1（本宿7町内） 9,200 9,600 -4.2

大字鮎貝字内町二3284番4　外1筆（内町通り中央） 15,000 16,100 -6.8

大字鮎貝字神明六2886番2　外3筆（ニチロサンパック付近） 10,800 11,800 -8.5

■土地取引届出及び地価調査

への問い合わせは総務政策課

政策企画係（☎85－6123）へ

どうぞ
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９
月
19
日
に
県
か
ら
平
成
19
年

度
地
価
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
町
に
関
す
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１．対前年度変動率（％）

住宅地 商業地 準工業地 工業地 調区内宅地

山形県平均 -4.2 -5.4 -4.5 -4.3 -3.7

白鷹町平均 -5.4 -6.8 － -8.5 －

届出の必要な取引
●売買
●交換
●営業譲渡
●譲渡担保
●代物弁済
●共有持分の譲渡
●地上権、賃借権の設定、譲渡
●予約完結権、買戻権など譲渡



７割軽減
５割
軽減 ２割軽減

均等割額
（被保険者全員が頭割りで負担）

所得割額
（被保険者の所得に応じて負担）

被保険者の収入額

限度額50万円／年

153万円

168万円 192.5万円 238万円

保
険
料
額
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老
人
医
療
費
を
中
心
に
国
民
医
療
費
が
増
大
す
る
な
か
、
現
役

世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担
を
明
確
に
し
、
公
平
で
わ
か
り
や
す

い
制
度
と
す
る
た
め
に
、
現
在
の
老
人
医
療
制
度
に
替
わ
り
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
の
事
務
と
財
政
運
営
を
市
町
村
と
山
形
県
内
す
べ
て
の
市

町
村
が
加
入
す
る
『
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
』
が
連

携
し
て
行
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

�
被
保
険
者
�
�
75
歳
以
上
�
人
�
生
活
保
護
受
給
者
�
除
�
�

�

及
�
65
歳
以
上
�
寝
�
�
�
�
�
�
一
定
�
障
�
�
�
�
�
人

�

�
広
域
連
合
�
認
定
�
受
�
�
人
�
�
�

�
個
人
単
位
�
�
加
入
�
�
�
�
被
保
険
者
証
�
�
人
�
�
枚
交

�

付
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
被
保
険
者
�
皆
�
�
�
�
保
険
料
�
納
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
年
金
�
年
額
18
万
円
以
上
受
給
�
�
�

�

�
�
�
�
�
原
則
�
年
金
�
�
引
�
落
�
�
�
�
�
�
�
�

�
病
気
�
�
�
�
医
療
機
関
�
�
�
�
�
�
�
�
医
療
費
�
給
付

�

�
窓
口
負
担
割
合
�
一
般
�
人
�
割
�
現
役
並
�
所
得
者
�
割
�

�

�
�
�
�
�
�
�
老
人
医
療
制
度
�
同
�
�
�
�

�
各
種
申
請
�
届
出
�
受
付
�
被
保
険
者
証
�
引
渡
�
�
�
�
窓

�

口
業
務
�
市
町
村
�
行
�
�
�
�

平
成
20
年
４
月
よ
り

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

●後期高齢者医療制度の保険料について（平成19年11月に広域連合の議会で決まります）

　医療機関にかかったときの費用は、医療機関の窓口で支払っていただく負担のほか、皆さまから納
めていただく保険料、支援金、国・県・市町村からの公費でまかなわれます（図１を参照）。

【図１】
窓口（本人）
負担

保険料
（１割）

支援金（約４割）
若年者の保険料

公費（約５割）
国：県：市町村＝４：１：１＋医療費　＝

保険料の決まり方 保険給付の１割を後期高齢者が分かち合います

保険料　　　＝ 均等割額
（被保険者全員が均等に負担）

所得割額
（被保険者の所得に応じて負担）

＋

（注１）数字は夫婦２人世帯で夫の年金収入の額。軽減判定は、世帯主と被保険者全員の収入で行われます。
（注２）平成19年10月１日現在の内容です（変更になる場合があります）。

※たとえば、年金収入額150万円のかたは、黒い帯の長さが保険料額になります。

保険料の納め方
　①年額18万円以上の年金を受け取っているかたは、年金から保険料が天引きされます。
　＊介護保険料と同様の方法で平成20年４月より天引き。年金支給時は、内容をご確認ください。
　②それ以外の場合は、口座振替や納付書により市町村に納めます。

■問い合わせ
　山形県後期高齢者医療広域連合事務局（☎023－615－3721　ホームページhttp://www.yamagata-kouiki.jp/）
　町民税務課　国保医療係（☎85－6130）
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第
15
回
東
北
学
生
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会

９
／
23　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
及
び
周
辺
コ
ー
ス

●
男
子
（
８
区
間
71
㌔
）12

校
参
加

１
位　

東
北
福
祉
大
学

　
　
　
　
　

（
全
国
大
会
出
場
）

２
位　

東
北
学
院
大
学

３
位　

東
北
大
学

●
女
子

（
５
㌔
上
位
６
人
の
合
計
タ
イ
ム
）

９
校
参
加

１
位　

東
北
福
祉
大
学

　
　
　
　
　

（
全
国
大
会
出
場
）

２
位　

福
島
大
学

　
　
　
　
　

（
全
国
大
会
出
場
）

３
位　

東
北
学
院
大
学

　９月23日と24日、深山地区で、しらたか
工芸体験まつりが開かれました。昨年まで
15回続いたしらたか伝統工芸の村まつりが、
多彩な体験企画を中心にしたイベントに生
まれ変わりました。伝統的な深山和紙漉き、
紅花染めをはじめ、新たに和紙・まゆ細工、
ネーチャープリント、エコキャンドルなど、
地元の素材、自然を使った体験コーナーが
準備されました。地域の人も訪れた人も、
一緒になって楽しむ姿が印象的でした。

手
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
実
感

�
�
�
�
工
芸
体
験
�
�
�

　９月22日から24日まで、白鷹ヤナ公園で、
白鷹鮎まつりが開催されました。会場には
町内の特産品、地元下山地区の農産物など
のテントが並び、訪れた人たちは徳内ばや
しやフラダンスなどのステージを楽しみな
がら、白鷹の旬の味覚を味わっていました。
ヤナでは、打ち寄せる水しぶきに触れては
しゃぐ子どもたちの姿が見られました。道
の駅として初めての開催となった今回は、
県内外から２万5000人が訪れました。

秋
晴
�
�
�
日
間

第
31
回
白
鷹
鮎
�
�
�

　９月５日、荒砥高校体育館で、認知症講
座が開催されました。講師に長井市の吉川
記念病院院長、吉川順さんをお迎えし、「認
知症って何？－自分たちにできること－」
を演題として、認知症という病気について、
高校生として何ができるのかを学びました。
生徒は「認知症の人への思いやりや、声が
けを行い、認知症をもっとよく知り、きち
んと向き合えるようにしたい」など、多く
のことを感じ取っていました。

家
族
�地
域
�
向
�
合
�
�
�
�

荒
砥
高
校
生
認
知
症
講
座

　９月27日、お年寄りを交通事故から守り、
安全で安心な地域にしようと高齢者世帯訪
問事業が行われました。交通安全母の会、
交通安全協会、防犯協会のほか、昨年に引
き続き荒砥高校生も参加。47人の参加者は
６つの班に分かれ、荒砥横町と貝生地区の
103戸を回り、交通事故防止を呼びかけま
した。生徒の皆さんは「夕方道路を歩くと
きには気を付けてください」とあたたかく
呼びかけ、靴に反射シールを貼りました。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
気
�
付
�
�
�

高
齢
者
世
帯
訪
問
事
業
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平
成
19
年
度

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

旧
萩
野
小
学
校
跡
地
内
に

「
萩
野
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」

を
整
備

　

こ
の
た
び
、
萩
野
地
区
の
旧
萩

野
小
学
校
跡
地
に
「
萩
野
メ
モ
リ

ア
ル
パ
ー
ク
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治

宝
く
じ
の
収
益
金
か
ら
助
成
さ
れ

る
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
に
よ
っ
て
、
萩
野
区
が
整
備

し
た
も
の
で
す
。
公
園
に
は
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面
、
休
憩

棟
１
棟
、
ト
イ
レ
・
水
道
各
１
基

な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
区
民
の
皆
さ
ん
の
憩

い
と
交
流
の
場
と
し
て
、
幅
広
く

活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
19
年
度

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

貝
生
地
区
内
に「
防
災
資
機
材

及
び
資
機
材
倉
庫
」
を
整
備

　

こ
の
た
び
、
荒
砥
貝
生
地
区
内

に
「
防
災
資
機
材
」
と
「
資
機
材

倉
庫
」
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
推
進
の
一
環
と
し
て
、
災

害
時
の
被
害
を
防
止
・
軽
減
す
る

活
動
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
自
治
宝
く
じ
の
収
益
金
か
ら

助
成
さ
れ
る
「
自
主
防
災
組
織
育

成
事
業
」
に
よ
っ
て
、
貝
生
地
区

自
主
防
災
会
（
代
表　

菅
原
庄
一

さ
ん
）
が
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
と
連
帯

感
の
も
と
、
安
全
で
安
心
な
地
域

づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

蚕
桑
地
区
公
民
館
の
あ
じ
さ
い

学
級
の
紙
芝
居
「
こ
ぐ
わ
の
名
医

－

村
人
を
救
っ
た
毛
ダ
ニ
医
者

－

」

が
、
今
年
度
の
全
国
自
作
視
聴
覚

教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
作
品

と
認
め
ら
れ
、
社
会
教
育
部
門
に

お
い
て
入
選
し
ま
し
た
。

　

あ
じ
さ
い
学
級
は
、
蚕
桑
地
区

の
30
、
40
代
の
女
性
が
集
う
地
区

公
民
館
の
学
級
で
、
地
元
の
歴
史

を
広
く
伝
え
よ
う
と
紙
芝
居
づ
く

り
を
企
画
し
ま
し
た
。
紙
芝
居
の

テ
ー
マ
は
、
江
戸
時
代
に
ツ
ツ
ガ

ム
シ
病
の
原
因
・
治
療
方
法
を
発

見
し
た
芳
賀
忠
徳
の
偉
業
の
物
語

で
豊
か
な
表
現
と
絵
に
よ
っ
て
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
置
賜
地
区

や
山
形
県
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
の

入
賞
に
引
き
続
き
、
全
国
で
も
入

選
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

全
国
か
ら
１
０
８
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
社
会
教
育
部
門

と
し
て
50
作
品
が
審
査
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
全
体
的
に
、
紙
芝

居
の
持
つ
対
話
型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
良
さ
が
生
か
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
制
作
者
の
努
力
と
工
夫

が
表
れ
た
作
品
が
多
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

地
域
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
物

語
が
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
情

熱
と
技
術
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で

蚕
桑
地
区
あ
じ
さ
い
学
級
が
入
選

第
41
回
置
賜
地
区

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

主
催
／
置
賜
地
区
統
計
調
査
員
連
合
会

●
佳
作
「
わ
が
家
の
ご
み
調
べ
」

　

梅
津　

智
佳
（
東
根
小
５
年
）

平
成
19
年
度

山
形
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

　

統
計
調
査
員
と
し
て
、
各
種
統

計
調
査
に
永
年
従
事
さ
れ
、
今
回

退
職
さ
れ
た
か
た
が
た
で
す
。

　

金
田　

太
久
さ
ん
（
蚕
桑
）

　

鈴
木　

友
明
さ
ん
（
蚕
桑
）

　

北
村　

富
雄
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

鈴
木　

良
材
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

塚
本　

秀
雄
さ
ん
（
荒
砥
）



順位 氏名 所属 タイム

ハーフマラソン　一般の部
1 位 秋野　文宏 新潟県 1:19:18
2 位 伊藤　利史 白鷹町 1:20:58
3 位 片岡　　淳 新潟県 1:21:37
4 位 紺野　　崇 白鷹町 1:24:43
5 位 柴橋　政明 寒河江市 1:28:16
6 位 菅原　義行 新潟県 1:29:10

10 マイル　一般の部
1 位 荒井　　学 山形市 0:57:22
2 位 髙山　博幸 酒田市 0:58:00
3 位 坂井　正則 鶴岡市 0:59:04
4 位 鎌田　元広 新潟県 1:00:23
5 位 駒津　普司 長井市 1:01:00
6 位 鈴木　智彦 朝日町 1:01:21

10km　一般の部
1 位 林　　幸則 長井市 0:35:17
2 位 竹田　則幸 白鷹町 0:35:29
3 位 志田　　学 山形市 0:35:43
4 位 松田　直樹 上山市 0:38:27
5 位 鈴木　信都 山形市 0:39:07
6 位 金子　正美 西川町 0:39:21

10km　高校の部
1 位 萩原　翔太 山形南高校ｽｷｰ部 0:43:18
2 位 伊藤　大和 山形南高校ｽｷｰ部 0:46:42
3 位 川口　拓也 山形南高校ｽｷｰ部 0:49:24

５km　壮年男子の部
1 位 金子　　茂 山形市 0:17:23
2 位 秋葉　好幸 山形市 0:19:30
3 位 岩田　安司 中山町 0:19:44
4 位 斉藤　延弘 東根市 0:19:53
5 位 竹田　雅量 白鷹町 0:20:15
6 位 伊藤　正則 鶴岡市 0:20:31

５km　中学男子３年の部
1 位 渡辺　哲也 寒河江西村山 ET 0:17:09
2 位 紺野　　凌 白鷹東中学校 0:18:26
3 位 遠藤　大貴 長井南中学校 0:18:56
4 位 佐竹　貴宏 白鷹東中学校 0:19:02
5 位 渡邉　琢磨 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:19:10
6 位 宇津木大輔 長井南中学校 0:19:15

５km　中学男子３年の部 （団体）
1 位 白鷹東中学校 2:04:15

５km　女子の部
1 位 島貫　　蓮 九里学園高校 0:24:32
2 位 佐藤　香澄 九里学園高校 0:24:57
3 位 長谷川洋子 新潟県 0:25:02
4 位 鈴木　信子 新潟県 0:25:07
5 位 鈴木やえぎ 鶴岡市 0:25:33
6 位 鈴木理治子 白鷹町 0:26:31

３km　中学男子１･２年の部
1 位 澤浦　将光 白鷹東中学校 0:10:22
2 位 三好　柊太 山形第六中学校 0:10:28
3 位 髙橋　謙也 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:10:31
4 位 押切　啓介 白鷹東中学校 0:10:40
5 位 紺野　圭汰 白鷹東中学校 0:10:43
6 位 沖田　康平 白鷹西中学校 0:10:49

３km　中学男子１･２年の部
1 位 白鷹西中学校 1:09:07
2 位 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 1:11:54

３km　中学女子の部
1 位 髙橋あかね 白鷹東中学校 0:11:12
2 位 鈴木　仁美 山形第六中学校 0:11:14
3 位 渡邉　志保 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:11:15
4 位 秦　　七海 長井南中学校 0:11:19
5 位 渡辺　　萌 山形第六中学校 0:11:31
6 位 坂井　　遥 鶴岡第四中学校 0:11:33

３km　中学女子の部
1 位 山形第六中学校 0:47:21
2 位 長井南中学校 0:50:15
3 位 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:50:19
4 位 白鷹西中学校 0:51:25
5 位 白鷹東中学校 0:52:16

２km　一般の部
1 位 小林　幸一 白鷹町 0:08:06
2 位 西村　義文 南陽市 0:08:18
3 位 伊藤　博文 飯豊町 0:08:49
4 位 古城　清美 寒河江市 0:09:03
5 位 菅原　昌一 白鷹町 0:09:05
6 位 菅　紗也香 白鷹町 0:09:09

２km　小学６年の部
1 位 髙橋英一郎 東根小学校 0:07:07
2 位 髙橋　彩花 東根小学校 0:07:07
3 位 村上　駿斗 東根小学校 0:07:25
4 位 斎藤　誉也 米沢 Jr. ｸﾛｶﾝｽｷｰ 0:07:31
5 位 新野　悠人 東根小学校 0:07:32
6 位 東海林賢一 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:07:36

２km　小学５年の部
1 位 神保　智之 米沢ｼﾞｭﾆｱ陸上ｸﾗﾌﾞ 0:07:38
2 位 五十公野聖也 荒砥小学校 0:07:45
3 位 広川　夕季 荒砥小学校 0:08:01
4 位 古城明日香 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:05
5 位 五十嵐彩夏 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:05
6 位 国井　俊希 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:07

２km　小学４年の部
1 位 荒木　俊太 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:07:55
2 位 紺野　蒼天 東根小学校 0:07:56
3 位 武田　拓郎 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:07
4 位 高橋　瑠依 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:15
5 位 高橋　里美 山形南小学校 0:08:17
6 位 村上　魁人 東根小学校 0:08:30

２km　小学３年の部
1 位 鈴木　渓太 米沢ｼﾞｭﾆｱ陸上ｸﾗﾌﾞ 0:08:06
2 位 押切　剛大 荒砥小学校 0:08:30
3 位 大泉　　彩 柴橋小学校 0:08:39
4 位 吉田　桐麻 鷹山小学校 0:08:49
5 位 迎田　俊峰 東根小学校 0:08:55
6 位 菅原　　駿 東根小学校 0:09:05

２km　小学２年の部
1 位 細谷　翔馬 ET ｼﾞｭﾆｱ 0:08:37
2 位 新野　菜見 鮎貝小学校 0:09:21
3 位 鈴木　　亮 長井小学校 0:09:26
4 位 板垣　翔斐 蚕桑小学校 0:09:43
5 位 青木　菜々 荒砥小学校 0:09:44
6 位 西村　諒介 宮内走ろう会 0:09:46

２km　小学１年の部
1 位 塚田　凜聖 荒砥小学校 0:09:56
2 位 中嶋　遥人 荒砥小学校 0:10:03
3 位 黒澤　崚真 東根小学校 0:10:14
4 位 佐藤　　月 荒砥小学校 0:10:16
5 位 茨木　天真 荒砥小学校 0:10:18
6 位 山本　　築 荒砥小学校 0:10:23
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平
成
19
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

平
成
19
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

標
語
入
賞
者

【
県
審
査
】

●
個
人
の
部
（
入
選
）

　

佐
藤　

惠
美
（
西
中
２
年
）

【
町
審
査
】

●
入
選

　

江
口　

真
紀
（
西
中
１
年
）

　

須
貝　

琢
弥
（
西
中
１
年
）

　

岡
野　

真
美
（
西
中
２
年
） 　

土
屋　

遊
生
（
西
中
２
年
）

　

安
部
珠
央
莉
（
東
中
２
年
）

　

小
関　

優
香
（
東
中
２
年
）

　

樋
口　

勇
太
（
西
中
３
年
）

　

守
谷　

美
希
（
西
中
３
年
） 　

梅
津　

大
史
（
東
中
３
年
）

　

新
宮　

若
菜
（
東
中
３
年
）

佐藤　真未（東中３年） 菅　　慎吾（東中３年）

長澤　大輔（東中３年） 髙橋　奈緒（東中３年）

●
最
優
秀
賞

　

紺
野　

凌
（
東
中
３
年
）

「
使
お
う
よ　

歴
史
を
重
ね　

得

　

た
権
利
」

●
優
秀
賞

　

神
林　
　

歩
（
鮎
貝
小
３
年
）

「
そ
の
一
ぴ
ょ
う　

す
て
き
な
町

　

の　

第
一
歩
」

　

大
宮　

友
希
（
荒
砥
小
４
年
）

「
一
票
に　

た
く
す
私
の　

夢
未

　

来
」

　

齋
藤
ち
な
つ
（
西
中
１
年
）

「
そ
の
票
は　

明
日
へ
の
扉
を　

　

開
け
る
鍵
」

　

渡
部　

悦
子
（
西
中
２
年
）

「
で
き
る
ん
だ　

選
挙
で
明
る
い

　

国
づ
く
り
」

　

小
林　

幹
彦
（
東
中
３
年
）

「
そ
の
一
票　

明
日
の
平
和
を　

　

守
る
も
の
」

●
入
選

小
学
校
低
学
年
の
部

　

渡
邉　

海
飛
（
荒
砥
小
１
年
）

　

五
十
嵐
智
大
（
荒
砥
小
２
年
）

　

小
林　

康
平
（
荒
砥
小
２
年
）

　

青
木　
　

将
（
荒
砥
小
３
年
）

　

清
野　

喜
貴
（
荒
砥
小
３
年
）

　

平　
　

佳
樹
（
荒
砥
小
３
年
）

　

笹
原　

清
美
（
荒
砥
小
３
年
）

　

海
老
名
春
来
（
鷹
山
小
２
年
）

　

髙
橋　

啓
斗
（
東
根
小
２
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部

　

金
田
日
菜
子
（
蚕
桑
小
４
年
）

　

中
川　

真
希
（
蚕
桑
小
４
年
）

　

大
瀧　

莉
奈
（
鮎
貝
小
４
年
）

　

渡
部
真
理
子
（
鮎
貝
小
５
年
）

　

羽
田　
　

崚
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

鈴
木
ひ
か
る
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

迎
田　

茉
優
（
荒
砥
小
４
年
）

　

大
武　

日
文
（
荒
砥
小
６
年
）

中
学
１
年
の
部

　

遠
藤　

史
也
（
西
中
）

　

宮
城　
　

樹
（
西
中
）

　

村
上　
　

遥
（
西
中
）

　

赤
間　

光
生
（
西
中
）

　

佐
藤　

真
帆
（
西
中
）

　

長
岡　

恭
紫
（
西
中
）

　

梅
津　

智
華
（
東
中
）

　

小
関
万
里
絵
（
東
中
）

　

茨
木　

志
穂
（
東
中
）

中
学
２
年
の
部

　

小
口　

絢
音
（
西
中
）

　

五
十
嵐
安
世
（
西
中
）

　

佐
藤　

恵
美
（
西
中
）

　

五
十
嵐
元
樹
（
東
中
）

　

川
原　

未
来
（
東
中
）

　

黒
澤
眞
太
朗
（
東
中
）

　

安
部
珠
央
莉
（
東
中
）

　

鈴
木　

聡
美
（
東
中
）

　

髙
橋　
　

彩
（
東
中
）

中
学
３
年
の
部

　

荒
関　

寿
彰
（
西
中
）

　

新
野　

志
穂
（
西
中
）

　

海
老
名
真
吾
（
東
中
）

　

安
久
津
結
菜
（
東
中
）

　

齋
藤　

歩
唯
（
東
中
）

　

安
達　

貴
洋
（
東
中
）

　

衣
袋　

朋
弥
（
東
中
）

　

中
川　
　

燈
（
東
中
）
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秋
の
夜
長
を
家
族
で

  

読
書
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

読
書
は
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

独
り
で
も
楽
し
め
ま
す
。
し
か
し
、

読
む
習
慣
が
な
い
と
な
か
な
か
本

を
手
に
取
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
か
た
は
絵
本
は
い
か
が

で
す
か
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
一
冊
の
絵
本
を
家
族
で
回

し
読
み
す
る
な
ど
、
そ
の
家
族
に

合
わ
せ
た
読
み
方
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。
継
続
す
る
こ
と
で
家
族

間
で
の
会
話
も
生
ま
れ
る
は
ず
で

す
。
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
家
族

が
共
に
過
ご
す
時
間
を
お
持
ち
に

な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
絵
本
の
紹
介

「
あ
さ
の
絵
本
」

　

谷
川　

俊
太
郎　

文

　

吉
村　

和
敏　
　

写
真

　

ア
リ
ス
館

「
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
か
ぞ
く
」

　

ね
じ
め　

正
一　

文

　

つ
ち
だ
の
ぶ
こ　

絵

　

鈴
木
出
版　

「
と
も
だ
ち
や
」

　

内
田　

麟
太
郎　

文

　

降
矢　

は
な
え　

絵

　

偕
成
社

「
ね
こ
く
ん　

わ
が
や
を
め
ざ
す
」

　

Ｋ
・
バ
ン
ク
ス　

文

　

Ｇ
・
ハ
レ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン　

絵

　

今
江　

祥
智　

訳

　

Ｂ
Ｌ
出
版

「
わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　

ヴ
ェ
ロ
ニ
ク
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ン

　

ア
ベ
ー
ル　

文

　

ク
ロ
レ
ド
・
Ｋ
・
デ
ュ
ボ
ア
絵

　

野
坂　

悦
子　

訳

　

く
も
ん
出
版

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

●
読
み
た
い
本
を
探
せ
ま
す

　

山
形
県
立
図
書
館
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
県
内
の
公

立
図
書
館
な
ど
の
蔵
書
検
索
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
県
立

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

必
要
な
資
料
が
、
県
内
の
ど
こ

の
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
か
一

目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
本
は
町
立
図
書
館
で

　

町
立
図
書
館
は
、
県
立
図
書
館

の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
貸
出

受
取
館
」
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

県
立
図
書
館
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
予
約
貸
出
を
申
し
込
む
と
、
資

料
は
町
立
図
書
館
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　

利
用
者
は
「
利
用
カ
ー
ド
申
込

書
」
を
県
立
図
書
館
に
提
出
し
、

「
利
用
カ
ー
ド
」
と
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
貸
出
パ
ス
ワ
ー
ド
」

の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
（
申
込
は
郵
送
で
も
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
）。

　

申
し
込
み
に
は
次
の
要
件
を
備

え
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
中
学
生
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
利
用
者
本
人
が
利
用
す
る
メ
ー

　

ル
ア
ド
レ
ス
を
保
有
し
て
い
る

　

こ
と
。

  

町
立
図
書
館
も
よ
り
便
利
に

  

な
り
ま
し
た

　

町
立
図
書
館
の
蔵
書
も
現
在
は

４
万
冊
を
越
え
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
立
図
書
館

（
☎
85

－

２
１
１
１
・
内
線
６
２

０
）

●
い
つ　

11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜

　
　
　

（
午
後
５
時
30
分
開
場
／

　
　
　
　

終
了
予
定
８
時
30
分
）

●
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

２
０
０
人

●
チ
ケ
ッ
ト
（
前
売
券
）

・
中
高
生
券
３
０
０
円

・
大
人
券
１
２
０
０
円

・
親
子
券
１
３
０
０
円

　

（
中
高
生
と
親
）

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

教
育
委

員
会
、
中
央
公
民
館
、
各
地
区
公

民
館
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

●
主
催　

白
鷹
学
講
座
「
お
す
ぎ

の
シ
ネ
マ
ト
ー
ク
と
映
画
上
映
会

実
行
委
員
会
」、白
鷹
町
教
育
委
員

会●
共
催　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

　

今
年
も
ま
た
お
す
ぎ
さ
ん
が
白

鷹
に
や
っ
て
き
ま
す
。
映
画
は
南

の
楽
園
、
沖
縄
を
舞
台
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
恋
愛
騒
動
を
描
い
た
作

品
で
す
。

　

お
す
ぎ
さ
ん
の
楽
し
い
お
話
、

そ
し
て
楽
し
い
映
画
が
待
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
映
画
「
ナ
ビ
ィ
の
恋
」】

　

出
身
地
の
沖
縄
に
こ
だ
わ
っ
て
、

沖
縄
を
題
材
に
し
た
作
品
を
撮
り

続
け
る
中
江
祐
司
監
督
の
作
品
で

す
。

　

映
画
の
見
ど
こ
ろ
は
、
な
に
に

つ
け
酒
を
交
わ
し
歌
い
踊
る
沖
縄

の
人
び
と
の
エ
ナ
ジ
ー
に
溢
れ
た

生
活
ぶ
り
で
す
。
地
元
の
俳
優
、

島
の
人
び
と
も
た
く
さ
ん
登
場
し
、

音
楽
の
す
ば
ら
し
さ
も
伝
わ
り
ま

す
。
沖
縄
の
風
景
と
文
化
風
俗
と

人
情
が
詰
ま
っ
て
い
る
味
わ
い
豊

か
な
作
品
で
す
。

白
鷹
学
講
座　

パ
ー
ト
５

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

映
画
�
�
�
�
�
恋
�
上
映
会
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21
白鷹町健康増進計画

禁　煙

　町の健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」では、働き盛りの健康な暮ら
しのために、公共施設禁煙100％を目標に計画を推進しています。
　そのために「①タバコについての正しい知識の普及に努める」「②受動喫煙防
止のため、公共施設禁煙・分煙を働きかける」に取り組んでいます。
　町内には、町民の皆さんが集う公共施設はたくさんあります。「元気ニコニコ
しらたか21」では、役場、病院、学校、保育園などの町立の建物を中心に禁煙
・分煙の目標値を設定しました。健康増進計画目標年度の平成22年度に向けて、
目標値に到達できるよう、地域と町が協働で進めていきましょう。

健康のひろば
健
康
増
進
法　

第
25
条

�

平
成
15
年
�
月
�
健
康
増
進
法
�
施
行
�
�
�
�
�
�

●
健
康
増
進
法
第
25
条　

受
動
喫
煙
の
防
止

�
学
校
�
体
育
館
�
病
院
�
劇
場
�
観
覧
場
�
集
会
場
�
展

示
場
�
百
貨
店
�
事
務
所
�
官
公
庁
施
設
�
飲
食
店
�
�
他

�
多
数
�
者
�
利
用
�
�
施
設
�
管
理
�
�
者
�
�
受
動
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皆
さ
ん
の
身
近
な
公
共
施
設
、
地
区
の
公
民
館
（
分
館
）

の
禁
煙
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

※
目
指
そ
う
！
公
共
施
設
禁
煙
１
０
０
％

禁
煙
の
取
り
組
み

�
浅
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館
�

報
告
者

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議

会
長　

平
吹　

隆

　

浅
立
公
民
館
で
は
、
今
年
４
月

に
開
催
さ
れ
た
運
営
委
員
会
で
禁

煙
を
決
定
し
ま
し
た
。
わ
た
し
も

委
員
の
一
人
と
し
て
出
席
し
、
ま

た
元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
の
メ

ン
バ
ー
の
立
場
で
公
民
館
の
禁
煙

に
つ
い
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

提
案
の
内
容
は
、

(1)
タ
バ
コ
の
害
か
ら
町
民
の
健
康

を
守
る
た
め
に
公
共
施
設
の
禁
煙

を
進
め
て
い
る
こ
と
。

(2)
そ
の
う
え
で
具
体
的
な
禁
煙
の

進
め
方
と
し
て
、
①
時
間
を
か
け

て
で
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

得
な
が
ら
進
め
た
い
こ
と
、
②
そ

の
た
め
に
は
医
師
や
保
健
師
な
ど

の
専
門
家
を
派
遣
し
て
も
ら
い
喫

煙
に
よ
る
健
康
被
害
、
特
に
受
動

喫
煙
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
地
域
で
研
修
会
を
開

催
す
る
こ
と
、
③
必
要
な
広
報
資

材
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
。

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
会
議
は
た
ち
ま
ち
の

う
ち
に
禁
煙
実
施
を
決
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
喫
煙
者
の
多
い
メ
ン

バ
ー
構
成
で
し
た
が
、
喫
煙
者
自

ら
「
禁
煙
は
も
う
世
の
中
の
流
れ

だ
し
、
提
案
の
よ
う
な
手
立
て
を

講
じ
る
ま
で
も
な
く
す
ぐ
に
実
施

す
べ
き
だ
」
や
「
す
で
に
禁
煙
を

実
施
し
て
い
る
公
民
館
を
よ
く
訪

ね
る
が
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
く
と

も
我
慢
し
て
い
ら
れ
る
の
で
禁
煙

し
て
も
大
丈
夫
」
な
ど
の
意
見
が

出
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
公
民
館
を
禁
煙
に

す
る
公
式
な
話
し
合
い
は
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
が
、
昨
年
の
公

民
館
内
装
工
事
が
完
成
し
た
際
に
、

新
装
の
き
れ
い
な
状
態
を
長
く
維

持
し
た
い
気
持
ち
か
ら
「
こ
こ
で

タ
バ
コ
を
吸
う
の
を
や
め
た
ら
、

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
で
い
い
だ
ろ

う
な
」
と
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
出
さ
れ
た
声
、
汚
れ
た
壁
面
を

雑
巾
で
拭
い
た
ら
タ
バ
コ
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
公

民
館
全
館
禁
煙
決
定
の
後
押
し
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

浅
立
公
民
館
は
こ
の
７
月
１
日

か
ら
「
全
館
禁
煙
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
大
広
間
の
「
禁
煙
」
の
張

り
紙
が
と
て
も
鮮
や
か
で
し
た
。

▲「禁煙」の大広間で開催された
　浅立地区の敬老会
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高齢者インフルエンザ予防接種のおしらせ

　町では、65歳以上のかたと、満60歳から満64歳までの心臓・腎臓などに障がい
があるかたの希望者に、インフルエンザ予防接種を行います。

①対象者　　
　○白鷹町に住所がある満65歳以上（接種日現在）で接種を希望するかた
　○満60～満64歳で心臓・腎臓などに障がいのあるかた（身体障害者手帳１級程
　　度）で接種を希望するかた 
②申込方法　希望する医療機関にご相談ください。
③接種医療機関と期間・料金

＊接種回数　１回

■問い合わせ　健康福祉課　健康推進係（☎86－0210）

実施医療機関 接種料金 自己負担額 町助成額

白鷹町内、長井市内（公立置賜長井病院を含む）の医療機関

○実施期間（予約・接種）：

　平成19 年10 月15 日から平成20 年１月31 日まで
2,500 円 1,500 円

1,000 円

公立置賜総合病院

○対象者：現在、外来や入院で治療中の患者さん

○実施期間（予約・接種）：

　平成19 年11 月１日から12 月28 日まで

○申込方法：

　診察時、主治医に申し出て予約してください。

　（予防接種だけのかたは対象外になります）

3,000 円 2,000 円

上記以外の医療機関

○実施期間（予約・接種）：

　　平成19 年10 月15 日から平成20 年１月31 日まで

医療機関が所

属する市町村

の額

接種料金より

町助成額を差

し引いた額

「平成19年全国物価統計調査」が
11月に行われます

　この調査は、消費者が購入する主な商品の
販売価格やサービスの料金などを調査するも
のです。国の統計調査で、物価政策をはじめ
各種の行政施策を立案する際の重要な資料を
得ることを目的としています。
　全国で約13万の小売店舗と約４万の飲食店
・サービス事業所等に対して行われます。県
内では12市町が対象で、白鷹町の一部が該当
になりました。
　町では、調査の対象事業所・店舗のかたに
は事前にお知らせします。その後、調査員が
伺います。また、一部のサービス料金につい
ては、町から直接電話により聴き取りする方
法で調査を行いますので、ご協力くださいま
すようお願いいたします。
■問い合わせ
　総務政策課情報企画係（☎85－6121）

農家民宿研修会のおしらせ

　深山和紙や白鷹紬、古典桜、紅花や最上川景観など、白鷹にし

かない文化や食、景観を求めて訪れる人びとが年々増えています。

　余暇時間の増加や目的化、少人数化、「見る」から「交流・体験」

へと変化している観光交流の動向や教育旅行が農山漁村体験化し

ていることなどから、今後、ますます来町したいと希望するかた

が増えることが予想されます。

　町では、白鷹町を訪れるかたを受け入れる態勢づくりの一つと

して、農家民宿開設を後押しします。今回は、今春８戸の農家が

農家民宿をオープンした飯豊町中津川地区を訪ね、経験談などを

お聞きします。農家民宿を始めたいかた、興味のあるかたはぜひ

ご参加ください。

▼いつ　10月30日（火）午前９時30分集合～午後３時（帰町）

　＊役場前にご集合ください。

▼研修会場　飯豊町中津川地区の農家民宿

▼内容　研修・昼食・懇談

▼参加料　1300円（昼食・資料代）

＊当日ご持参ください。

▼締め切り　10月18日（木）

■申込・問い合わせ　産業振興課（☎85－6126）
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�
過

�
�
行
�
詰
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
上
手
�
介
護

�
�
�
�
�
�
�
�
自
分
�
割
�

切
�
�
休
�
�
�
�
必
要
�
�
�

�
思
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

周
囲
�
人
�
�
�
�
程
度
�
休
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
年
寄
�
�
老
人
�
�
�
�
預
�

�
自
分
�
�
�
旅
行
�
行
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
24
時

間
介
護
�
続
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
息
抜
�
�
�
�
家
族

�
対
�
�
�
�
�
言
葉
�
投
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

自
分
�
同
�
立
場
�
�
�
�
�

�
感
�
�
�
�
考
�
�
�
�
�
介

護
�
�
�
�
環
境
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

あゆかい保育園
ぱんだ組「ダムつくりしてるの」

Ａ「いいなー」だんだん近づいてきて
　「いいなー、先生これって子どもら
　しいあそびだね」

保育士「Ａくんもやりたいの？一緒に
　　　しない？どうぞ」

Ａ「子どもらしいあそびだもんね」

そう言って、すぐ一緒に入って遊び始
めたＡくんでした。
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催　し

白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

鷹
山
小
学
校
付
近

▼
内
容　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
消

火
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
助

訓
練
、
バ
イ
ク
隊
に
よ
る
医
薬
品

搬
送
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

【
各
地
区
秋
季
消
防
演
習
】

▼
蚕
桑
地
区

○
10
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

○
蚕
桑
小
学
校

▼
鮎
貝
地
区

○
10
月
14
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

○
鮎
貝
小
学
校

▼
荒
砥
・
十
王
地
区

○
10
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

○
山
峡
体
育
館

▼
鷹
山
地
区

○
10
月
21
日
（
日
）
午
前
８
時
30

　

分
〜

○
鷹
山
小
学
校

▼
東
根
地
区

○
10
月
21
日（
日
）昼
12
時
40
分
〜

○
東
根
小
学
校

※
当
日
、
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課
生

活
安
全
係
（
☎
85

－
６
１
２
２
）

愛
染
明
王
例
大
祭

▼
い
つ　

10
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
ど
こ
で　

愛
染
明
王
堂

▼
集
合　

午
前
８
時
30
分
に
役
場

前
か
ら
車
が
出
ま
す
。
乗
車
を
希

望
す
る
か
た
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
観
光
交
流
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）

�
�
�
�
地
産
地
消
�
日

第
31
回
農
業
祭

　

白
鷹
牛
肉
の
販
売
、
自
然
の
恵

み
た
っ
ぷ
り
の
農
産
物
や
資
材
な

ど
を
販
売
し
ま
す
。
今
年
も
振
る

舞
い
コ
ー
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
27
日（
土
）午
前
９

時
10
分
〜
午
後
３
時（
小
雨
決
行
）

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
白
鷹
支
店
と
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
前
の
広
場

▼
内
容

①
農
産
物
直
売
フ
ェ
ア
（
午
前
９

　

時
30
分
〜
午
後
３
時
）

②
も
ち
つ
き
だ
〜
い

　

第
１
回　

午
前
10
時
30
分
〜

　

第
２
回　

午
前
11
時
30
分
〜

　

第
３
回　

昼
12
時
30
分
〜

③
そ
ば
ま
つ
り
（
午
前
10
時
30
分

　

〜
午
後
３
時
）

④
ち
び
っ
子
力
自
慢
俵
あ
げ
競
争

※
直
売
店
で
お
買
い
物
ご
と
に
抽

選
券
を
配
布
（
数
に
限
り
あ
り
）。

３
枚
で
１
回
抽
選
が
で
き
ま
す
。

※
町
内
保
育
園
児
の
皆
さ
ん
を
餅

つ
き
、
餅
振
る
舞
い
に
ご
招
待
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
白
鷹
支
店

（
☎
85

－

２
１
２
１
）・
産
業
振
興
課

農
業
振
興
係（
☎
85

－

６
１
２
７
）

�
�
�
�
�
�
白
鷹
町
応
援
�
�

▼
い
つ　

10
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

▼
ど
こ
で　

Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ

ア
ム
山
形
（
天
童
市
）

▼
対
戦
相
手　

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

※
会
場
で
招
待
券
と
引
き
替
え
が

で
き
る
入
場
整
理
券
を
先
着
順
で

差
し
あ
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

紅
花
�
�
�
�
in
白
鷹

　

山
形
県
の
花
紅
花
は
、
染
料
、

食
品
、
観
光
な
ど
に
幅
広
く
活
用

さ
れ
、
地
域
振
興
資
源
と
し
て
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
紅
花
の
価

値
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
栽
培

技
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

10
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

①
講
演
「
現
代
に
生
き
る
小
町
紅

〜
１
８
０
年
続
く
玉
虫
色
の
輝
き
」

　

講
師　

小
山
智
子
さ
ん
（
株
式

会
社
伊
勢
半
本
店
）

②
研
修
「
紅
花
栽
培
技
術
の
向
上

に
向
け
て
」

　

講
師　

小
野
惠
二
さ
ん
（
元
県

農
業
生
産
技
術
試
験
場
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
対
象　

生
産
者
、
需
要
者
、
興

味
の
あ
る
か
た
な
ら
ど
な
た
で
も

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

希
望
の
か
た
は
10
月
18
日
（
木
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
農
村
計
画
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
５
６
）

直
江
兼
続
�
�
�
�
�

�
兼
続
�
残
�
�
史
跡
探
訪
�

　

米
沢
市
内
旧
町
名
と
の
か
か
わ

り
な
ど
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、

兼
続
の
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
27
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
（
予
定
）

▼
集
合
場
所　

伝
国
の
杜
館
内

▼
会
費　

３
０
０
０
円
（
バ
ス
代

・
昼
食
代
・
資
料
代
・
拝
観
料
含

む
）

▼
定
員　

28
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

▼
申
込
方
法　

メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
で
、
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
人

数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

お
き
た
ま
情
報

ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
務
局
／
日
下
（
置

賜
広
域
行
政
事
務
組
合
内
☎
０
２

３
８

－

23

－

３
２
４
６　

Ｅ
メ
ー

ルkikaku@
okikou.or.jp

）

外
国
人
花
嫁
�
�
交
流
会

　

今
年
も
ど
り
い
む
農
園
の
主
催

に
よ
り
、
白
鷹
町
に
嫁
が
れ
た
外

国
人
花
嫁
さ
ん
と
地
元
の
か
た
と

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
４
時
〜

▼
ど
こ
で　

土
里
夢
館
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▼
対
象　

外
国
人
花
嫁
さ
ん
と
そ

の
家
族

▼
内
容　

芋
煮
会
と
地
元
料
理
で

の
交
流
会

▼
会
費　

１
家
族
１
０
０
０
円

▼
締
め
切
り　

10
月
18
日
（
木
） 

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ど
り
い

む
農
園
（
☎
85

－

２
９
２
２
）・
産

業
振
興
課
商
工
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
３
６
）

�
�
�
�
長
井
線
�
行
�
�
�
�

�
�
�
�
旅
��
水
�
�
�
長
井

�
置
賜
地
域
�
味
覚
堪
能
�
旅
�

　

長
井
は
そ
の
昔
、
最
上
川
舟
運

に
よ
り
織
物
を
中
心
と
す
る
商
業

で
栄
え
た
ま
ち
で
す
。
観
光
ガ
イ

ド
「
な
が
い
黒
獅
子
の
里
案
内
人
」

が
長
井
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
３
日
（
土
）

▼
集
合
場
所　

長
井
駅
（
午
前
８

時
40
分
集
合
）

＊
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
乗
車
し
、

　

長
井
駅
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い

　

（
荒
砥
発
午
前
８
時
17
分
、
赤

　

湯
発
午
前
７
時
48
分
）。

▼
参
加
費
用　

２
５
０
０
円
（
昼

食
、
入
館
料
、
保
険
料
等
含
む
）

＊
長
井
線
運
賃
は
各
自
負
担
と
な

　

り
ま
す
。

フラワー長井線まつり
●い　つ　10月21日（日）
　　　　　午前10時～午後２時30分
●どこで　荒砥駅、長井駅、宮内駅

●各会場の催し物
①荒砥駅

　荒砥高校吹奏楽演奏、櫻鷹會よさこいソーラン、ひがし

　ね保育園よさこいソーラン・バルーン、ミニＳＬ運行・

　試乗、モーターカー（ラッセル車）試乗、各種売店（駅

　前町内会、駅協力会ほか）

②長井駅

　長井高・長井工高・長井小学校吹奏楽演奏、電動カート、

　よさこいソーラン、ジャンケン大会、ロボット相撲、レ

　ールスターの試乗、各種売店

③宮内駅

　南陽高校吹奏楽演奏、錣泰山太鼓、よさこいソーラン、

　ジャンケン大会、各種売店（地元商店ほか）

●当日終日ワンコインディ
　この日は、全線片道100円となります。フラワー長井線

　に乗って、各会場へお越しください。

　＊ＦＮの会会員は当日無料。会員証をご提示ください。

●臨時列車時刻
下り臨時列車を運行します。

　赤湯駅発　午前10時07分

　宮内駅発　午前10時13分

　長井駅発　午前10時43分

　蚕桑駅発　午前10時54分

　鮎貝駅発　午前10時59分

　荒砥駅着　午前11時04分

■問い合わせ　山形鉄道総務課（☎88－2002）

▼
内
容

①
丸
大
扇
屋
・
彫
塑
館
見
学

②
野
川
ま
な
び
館
見
学

③
福
昌
で
昼
食
（
米
沢
牛
）

④
東
洋
酒
造
見
学
・
試
飲

⑤
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
市
民
市
場

　

虹
の
駅
見
学

▼
募
集
人
員　

25
人

▼
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

10
月
29
日
（
月
）

＊
定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
利
用
拡
大
協
議
会
事
務

局
（
長
井
市
企
画
調
整
課
企
画
係

内
／
☎
84

－

２
１
１
１
・
83

－

１

０
７
０
・
Ｅ
メ
ー
ル:project@

ci
ty.nagai.yam

agata.jp

）

白
鷹
山
岳
会
秋
季
町
民
登
山

　

紅
葉
の
頭
殿
山
へ
行
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
い
つ　

10
月
14
日
（
日
）
午
前

８
時
集
合
（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
場
所　

黒
鴨
蔵
高
院
前
黒

鴨
橋

▼
会
費　

３
０
０
円
（
記
念
写
真

代
）

▼
持
ち
物　

昼
食
、
非
常
食
、
雨

具
、
防
寒
具
、
飲
料
水
（
最
低
５

０
０
㍉
リ
ッ
ト
ル
）
な
ど

▼
締
め
切
り　

10
月
13
日
（
土
）

正
午
（
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
）

※
Ｒ
Ｖ
車
、
ジ
ー
プ
型
車
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
で
参
加
の
か
た
歓
迎
し
ま

す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
山

岳
会
事
務
局
／
木
口
純
一
（
☎
85

－

２
２
１
２
）

�
�
�
�
知
�
�
�
西
置
賜�

�
�
�
�
旅
�
�
�

　

故
郷
・
西
置
賜
の
魅
力
発
信
人

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
日
）

▼
集
合
場
所　

長
井
市
白
つ
つ
じ

公
園
（
午
前
８
時
集
合
）

▼
参
加
費　

無
料
（
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
）

▼
内
容

①
第
１
部　

あ
な
た
の
知
ら
な
い

西
置
賜
こ
こ
ろ
の
旅
め
ぐ
り

②
第
２
部　

講
演

演
題
「
人
で
あ
い
〜
身
近
で
実
践

で
き
る
お
も
て
な
し
の
心
の
伝
え

方
」

講
師　

佐
藤
洋
詩
恵
さ
ん
（
日
本

の
宿
古
窯
女
将
）

＊
申
し
込
み
後
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

な
ど
の
詳
細
を
郵
送
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
団
法

人
長
井
青
年
会
議
所
（
☎
84

－

５

３
９
４
）

募　集

白
鷹
町
営
�
�
�
場
�
従
業
員
�

募
集
�
�
�

▼
勤
務
場
所　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー

場▼
期
間　

12
月
20
日
（
木
）
〜
３

月
21
日
（
金
）

＊
降
雪
状
況
に
よ
り
変
更
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
そ
の
ほ
か
、
オ
ー
プ
ン
前
後
の

　

準
備
、
片
付
け
作
業
の
期
間
が

　

あ
り
ま
す
。
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おしらせ

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
職
種　

索
道
事
業
及
び
ゲ
レ
ン

デ
整
備

▼
賃
金

○
通
常
営
業
（
午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
）
６
８
０
０
円

○
ナ
イ
タ
ー
営
業
（
午
後
５
時
〜

　

９
時
）
５
０
０
０
円

○
圧
雪
作
業
（
１
時
間
）
１
８
０

　

０
円

▼
応
募
資
格　

町
内
在
住
で
、
18

歳
以
上
65
歳
未
満
で
健
康
な
か
た

▼
締
め
切
り　

10
月
26
日
（
金
）

午
後
５
時

▼
提
出
書
類　

白
鷹
町
臨
時
職
員

登
録
申
請
書
（
教
育
委
員
会
に
準

備
し
て
い
ま
す
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

荒
砥
高
校
開
放
講
座

�
�
�
�
�
年
賀
状
�
�
�
�
�

　

一
人
ひ
と
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀

状
を
つ
く
っ
て
印
刷
し
ま
す
。

▼
い
つ

・
第
１
回　

11
月
16
日
（
金
）

・
第
２
回　

11
月
22
日
（
木
）

＊
２
回
連
続
の
参
加
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

▼
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
室

▼
内
容　

文
書
作
成
ソ
フ
ト
の
使

い
方
を
中
心
に
解
説
し
、
年
賀
状

を
つ
く
り
ま
す
。

▼
対
象　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
昨

年
参
加
さ
れ
た
か
た
も
可
）

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
持
ち
物　

年
賀
は
が
き
30
枚
以

内▼
締
め
切
り　

11
月
９
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

10
月
�
�
�
�
�
講
習
会

▼
講
習
期
日　

10
月
22
日
（
月
）、

23
日
（
火
）、24
日
（
水
）

▼
時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
総
合
情
報
セ

ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ　

よ
く
わ
か
る
パ
ソ
コ

ン
入
門
（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
）

▼
内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
使

用
す
る
か
た
を
対
象
に
、
マ
ウ
ス

や
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
、
文
字

の
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
学
習
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
親

し
み
、
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
す
る
た

め
の
〝
第
一
歩
〞
で
す
。

▼
テ
キ
ス
ト
代　

１
０
５
０
円

▼
受
講
料　

無
料

※
受
講
途
中
、
退
席
さ
れ
て
も
テ

キ
ス
ト
代
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
無
料
開
放
の
日
】

　

講
習
会
な
ど
の
利
用
が
な
い
日

は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の
講
習
会
場

を
無
料
開
放
し
ま
す
。
土
日
祝
日

を
除
く
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

パ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
０
０
１
ま

た
は
☎
86

－
０
１
５
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
米
�
�
�

�
�
�
�
�

▼
参
加
資
格　

置
賜
地
区
で
安
心

・
安
全
で
お
い
し
い
米
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
ま
た
望
ま
し
い
水
田

農
業
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
農
業
者
・
農
業
者
団
体

▼
参
加
区
分　

「
は
え
ぬ
き
の
部
」

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
」

▼
審
査
方
法

①
１
次　

申
込
書
と
栽
培
履
歴
の

　

書
類
審
査

②
２
次　

食
味
成
分
、
白
度
、
千

　

粒
重
な
ど
の
審
査
（
参
加
区
分

　

ご
と
上
位
５
検
体
を
選
出
）

③
最
終　

審
査
委
員
に
よ
る
食
べ

　

く
ら
べ
に
よ
る
審
査

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
栽
培
履
歴
・
玄
米

３
０
０
㌘
を
添
え
、
役
場
産
業
振

興
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
最
終
審
査
に
選
出
さ
れ
た
か
た

　

は
、
後
日
玄
米
５
kg
を
最
終
審

　

査
用
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

10
月
31
日
（
水
）

▼
主
催　

置
賜
農
業
振
興
協
議
会
、

米
づ
く
り
や
ま
が
た
日
本
一
運
動

置
賜
推
進
部
会

※
参
加
区
分
ご
と
成
績
上
位
の
検

体
は
「
米
づ
く
り
や
ま
が
た
日
本

一
運
動
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
推

薦
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

農
業
技
術
普
及
課
（
☎
０
２
３
８

－

57

－

３
４
１
１
）
西
置
賜
農
業

技
術
普
及
課（
☎
88

－

８
２
１
５
）

�
米
坂
線
�
乗
�
�
�
米
坂
線
�

写
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

米
沢
駅
と
坂
町
駅
を
結
ぶ
90
・

７
㎞
の
列
車
の
旅
で
、
ベ
ス
ト
シ

ョ
ッ
ト
を
感
性
で
表
現
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
部
門
（
テ
ー
マ
）

①
「
米
坂
線
と
ひ
と
」
車
内
で
の

ひ
と
の
様
子
や
表
情
、
米
坂
線
の

列
車
や
駅
で
働
く
ひ
と
な
ど

②
「
米
坂
線
の
車
両
」
米
坂
線
を

走
る
さ
ま
ざ
ま
な
車
両
を
主
人
公

に
し
た
も
の

▼
募
集
規
定

・
２
つ
の
テ
ー
マ
に
限
定
し
、
募

　

集
期
間
内
に
撮
影
し
た
も
の
。

・
作
品
サ
イ
ズ
は
、
四
ツ
切
版
・

　

ワ
イ
ド
四
ツ
切
版
の
カ
ラ
ー
プ

　

リ
ン
ト
、
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト

　

に
限
り
ま
す
。

・
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

平
成
20
年
１
月
31

日
（
木
）

▼
発
表　

平
成
20
年
２
月
下
旬

▼
賞　

各
部
門
と
も
、
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
、
入
選
、
佳
作

※
募
集
規
定
の
詳
細
や
応
募
方
法

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

米
坂

線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
事
務
局

（
☎
０
２
５
４

－

64

－

１
４
７
６
）

深
山
観
音
堂
屋
根
葺
�
替
�
�

�
�
�
茅�

�

�
�
買
�
取
�
�
�

　

国
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
、

今
な
お
厚
い
信
仰
を
集
め
る
「
深

山
観
音
堂
」。そ
の
屋
根
の
葺ふ
き

替
え

工
事
を
行
う
の
た
め
、
材
料
の
茅

を
集
め
て
い
ま
す
。
貴
重
な
文
化

財
保
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
価
格　

一
締
め　

１
２
０
０
円

（
５
尺
縄
で
一
ま
る
き
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）
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行
政
相
談
所
�
開
設
�
�
�

　

10
月
15
日
か
ら
10
月
21
日
ま
で

は
行
政
相
談
週
間
で
す
。
行
政
機

関
に
関
す
る
苦
情
・
要
望
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
厳
守
し
、
無
料
で
す
。

▼
蚕
桑
地
区
公
民
館
会
場

・
10
月
16
日
（
火
）

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場

・
10
月
17
日
（
水
）

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
担
当
者　

奥
山
正
雄
さ
ん

　
　
　
　
　

樋
口
久
子
さ
ん

　
　

（
白
鷹
町
行
政
相
談
委
員
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
行
政
評
価

事
務
所
（
☎
０
２
３

－

６
３
２

－

３
１
１
３
）
ま
た
は
白
鷹
町
健
康

福
祉
課
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

�
秋
田
県
大
雨
災
害
義
援
金
�
�

�
協
力
�
�
�
�

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
秋
田
県

大
雨
災
害
に
伴
う
義
援
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
災
害
義
援
金
は
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住
民

税
の
寄
付
金
控
除
、
法
人
税
の
全

額
損
金
算
入
）
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

▼
受
付
期
間　

10
月
31
日
（
水
）

ま
で

▼
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
／
健
康

福
祉
課
福
祉
係
（
☎
86

－

０
１
１

１
）

山
形
県
�
狩
猟
期
間
�
始
�
�
�
�

　

狩
猟
期
間
で
は
、
あ
ら
か
じ
め

手
続
き
を
行
っ
た
か
た
が
、
鳥
獣

保
護
区
域
等
以
外
で
鳥
獣
（
狩
猟

鳥
獣
の
み
）
を
捕
獲
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
鳥
獣
保
護
施
策
は
、
狩
猟

者
が
納
め
る
狩
猟
税
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
狩
猟
行
為
に
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
山
形
県
の
狩
猟
期
間

○
カ
モ
類
（
11
種
）

　

平
成
19
年
11
月
１
日
〜
平
成
20

　

年
１
月
31
日

○
そ
の
他
の
狩
猟
鳥
獣
（
38
種
）

　

平
成
19
年
11
月
15
日
〜
平
成
20

　

年
２
月
15
日

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ　

置
総

総
合
支
庁
環
境
課
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
５
）

�
�
�
�
産
業
�
企
業
�
就
職
�

�
�
�
�

　

東
京
に
山
形
の
優
良
企
業
が
集

結
し
ま
す
。
県
外
に
進
学
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
県
内
企
業
へ
の
就
職
を

応
援
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
す
。

▼
い
つ　

11
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

東
京
都
立
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
３
階

▼
対
象　

県
外
に
進
学
し
た
学
生

・
既
卒
者
、
就
職
活
動
中
の
か
た
、

興
味
・
関
心
の
あ
る
か
た
（
ご
家

族
の
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

▼
内
容　

企
業
ブ
ー
ス
ご
と
に
製

品
展
示
や
企
業
説
明
・
専
門
家
に

よ
る
就
職
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
雇
用
労

政
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２

３
７
５
）

※
山
形
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
参
加

企
業
、
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

10
月
�
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

　

社
員
の
安
心
を
守
る
の
は
、
社

長
の
責
任
で
あ
り
、
社
会
の
義
務

で
す
。

　

労
働
保
険
制
度
は
、
労
働
者
が

業
務
上
や
通
勤
途
上
で
被
災
し
た

場
合
に
必
要
な
保
険
給
付
を
行
っ

た
り
、
失
業
し
た
場
合
に
必
要
な

給
付
を
行
う
な
ど
、
職
場
の
安
全
、

雇
用
の
安
定
の
た
め
に
重
要
な
制

度
で
す
。

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
加
入
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
加
入
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
事
業
主
は
、
速
や
か
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
労
働
保
険
＝
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
政
府
管
掌
の
強

制
保
険

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
（
☎
０
２
３

－

６

２
４

－

８
２
２
５
）
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職

業
安
定
所

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
環
境
�

�
�
�
�
買
�
物
�
�
�
�
�
�

　

県
で
は
「
も
っ
た
い
な
い
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
循
環
型
社
会
を

形
成
し
地
球
温
暖
化
の
防
止
を
進

め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
は
「
３
Ｒ
推
進
月
間
」
と

し
て
、
特
に
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み

を
出
さ
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
浸
透

を
進
め
る
一
つ
の
運
動
「
や
ま
が

た
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

▼
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
運
動

・
買
い
物
袋
（
マ
イ
バ
ッ
グ
）
を

　

持
参
す
る
。

・
簡
易
包
装
を
心
が
け
る
。

・
エ
コ
マ
ー
ク
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー

　

ク
な
ど
の
環
境
ラ
ベ
ル
の
つ
い

　

商
品
や
詰
め
替
え
品
な
ど
環
境

　

に
配
慮
し
た
商
品
を
購
入
す
る

　

よ
う
に
努
め
る
。

※
事
業
者
の
か
た
も
、
消
費
者
の

運
動
を
奨
励
す
る
取
り
組
み
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
環
境
企

画
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３

０
４
３
）

10
月
�
不
法
投
棄
�
�
�
�
�

強
化
月
間
�
�

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

▼
不
法
投
棄
１
１
０
番
電
話
（
常

時
解
説
）

　

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４

▼
白
鷹
町
不
法
投
棄
窓
口
番
号

　

☎
85

－

６
１
３
１
（
町
民
税
務

　

課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
地
区
不
法

投
棄
防
止
対
策
協
議
会
（
置
賜
総

合
支
庁
環
境
課
内
・
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４
）

�
�
�
�
訂
正

●
広
報
し
ら
た
か
９
月
12
日
号
の

26
ペ
ー
ジ
で
、
戸
籍
の
窓
「
ご
結

婚
お
め
で
と
う
」
の
「
瀬
戸
千
春
」

さ
ん
は
「
瀬
戸
千
晴
」
さ
ん
の
誤

り
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
た
し
ま
す
。
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

畔　藤 小形 新　也 希
のぞむ

恵

畔　藤 佐藤 徹 優
ゆ

　衣
い

めぐみ

中　山 土屋 功　司 明
めい

　日
び

明　美

高　玉 児玉 雅　一 花
か

　凜
りん

友　恵

十　王 吉田 　　幸 煌
こう

　稀
き

喜実子

荒砥乙 髙山 武　優 愛
ら

　凉
ら

麻　美

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（馬　下　和　弥　　米沢市
土　屋　美由貴　　箕和田

 住所　　  氏　　名  　年齢
高　玉　鈴　木　悦　子　64
鮎　貝　小　口　昭　三　79
浅　立　梅　津　ち　よ　96
荒砥乙　沼　澤　かねゑ　84
鮎　貝　佐　藤　マツノ　97
荒砥甲　川　村　勝　二　85
萩　野　小　川　　　一　89
荒砥甲　樋　口　さくよ　93
浅　立　鈴　木　源　司　62
横田尻　我　妻　　　子　52
菖　蒲　後　藤　研　一　42
滝　野　齋　藤　角　弥　95
十　王　原　田　誠　一　57

●9月1日 ▼9月30日

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

９
月
下
旬
の
早
朝
の
こ
と
で
あ
る
。

雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
な
か
、
役
場

に
向
か
っ
た
。
10
分
く
ら
い
の
歩
く

距
離
だ
が
、
今
朝
は
風
も
強
い
。

　

８
時
前
に
勤
務
室
に
入
り
、
今
日

の
日
程
等
に
目
を
通
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
突
然
部
屋
が
明
る
く
な
っ
た
。

秋
の
早
朝
の
明
る
い
日
ざ
し
が
、
急

に
部
屋
に
入
っ
て
き
た
の
だ
。
正
面

の
壁
に
は
、
故
梅
津
五
郎
先
生
（
白

鷹
出
身
・
元
東
光
会
理
事
長
）
の
絵

「
早
春
の
蔵
王
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
瞬
間
的
に
顔
を
上
げ
る
と
、
視

線
の
先
の
こ
の
見
慣
れ
て
い
る
絵
が
、

い
つ
も
と
違
う
色
合
い
を
出
し
て
い

る
。
い
つ
も
感
じ
て
い
る
絵
と
全
く

違
う
絵
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の

絵
に
出
会
っ
て
か
ら
７
年
に
な
る
が
、

初
め
て
で
あ
る
。
部
屋
全
体
が
明
る

く
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
よ
う
だ
。

一
瞬
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
色
合
い
の

絵
が
目
の
前
に
あ
る
の
か
、
わ
か
ら

な
い
気
に
な
っ
た
。
今
ま
で
い
つ
も

「
早
春
の
蔵
王
」
は
静
か
な
風
景
の

中
で
冬
か
ら
春
に
移
り
つ
つ
あ
る
自

然
を
穏
や
か
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。 　

わ
た
し
は
、
絵
は
描
け
な
い
し
、

絵
心
も
稚
拙
で
あ
る
。
中
学
時
代
、

同
級
の
Ｓ
君
の
描
く
水
彩
画
を
見
て
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
う
ま
く
描
け
る
の

か
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
人
の
才
能
に

差
が
あ
る
の
か
、
人
知
れ
ず
劣
等
感

に
陥
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

恩
師
・
安
部
昭
二
先
生
が
す
べ
て
ご

存
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中

学
卒
業
以
降
、
絵
筆
を
持
っ
た
こ
と

は
数
え
る
く
ら
い
し
か
な
い
。
し
か

し
、
絵
は
描
け
な
い
が
、
そ
の
分
絵

を
見
る
こ
と
は
好
き
で
あ
る
。

　

そ
の
一
瞬
の
時
に
感
じ
た
「
早
春

の
蔵
王
」。全
体
が
精
気
を
持
っ
て
生

き
生
き
と
見
る
者
に
迫
っ
て
く
る
。

絵
の
中
ほ
ど
に
描
か
れ
て
い
る
蔵
王

山
中
央
の
常
緑
針
葉
樹
部
分
の
青
と

緑
を
重
ね
た
と
こ
ろ
に
、
今
ま
で
感

じ
て
い
な
か
っ
た
「
緑
」
が
そ
の
色

彩
を
強
く
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
葉

を
付
け
な
い
木
々
と
あ
か
ね
色
の
表

現
、
残
雪
の
色
合
い
、
一
つ
一
つ
が

前
面
に
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
梅
津

先
生
の
神
髄
と
も
感
じ
ら
れ
る
「
空
」

の
形
、
今
ま
で
と
全
く
異
な
る
感
動

で
、
わ
た
し
を
く
ぎ
付
け
に
し
た
の

で
あ
る
。
誇
張
で
は
全
く
な
い
。
わ

た
し
の
よ
う
な
絵
心
の
稚
拙
な
者
を

で
も
あ
る
。
不
思
議
に
な
り
、
絵
の

す
ぐ
前
に
行
っ
て
観
察
し
た
が
、
そ

の
絵
全
体
か
ら
受
け
る
感
じ
は
分
か

ら
ず
、
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
１
分
ほ

ど
し
て
静
か
な
絵
の
感
じ
に
戻
っ
て

い
っ
た
。

　

外
は
太
陽
が
雲
に
隠
れ
、
そ
の
日

は
雨
が
と
き
お
り
降
り
、
一
日
中
曇

天
で
あ
っ
た
。

　

勤
務
室
に
は
日
光
は
入
る
が
、
上

部
か
ら
床
の
一
部
し
か
直
射
し
な
い
。

部
屋
が
明
る
く
な
っ
て
も
、
絵
に
光

線
が
直
接
当
た
る
こ
と
は
全
く
な
い
。

む
し
ろ
天
井
に
あ
る
電
灯
に
よ
っ
て

全
体
を
明
る
く
で
き
る
環
境
で
あ
る
。

　

よ
う
や
く
分
か
っ
た
。
早
朝
の
ち

ょ
う
ど
こ
の
時
刻
の
太
陽
の
明
る
い

光
線
が
、
部
屋
の
白
い
光
沢
の
あ
る

床
に
照
射
し
、
ほ
ど
よ
い
強
さ
で
照

り
返
し
、
下
か
ら
光
が
乱
反
射
せ
ず

ち
ょ
う
ど
鋭
角
に
絵
に
当
た
り
、
絵

が
そ
の
光
を
十
分
に
吸
収
し
、
生
き

生
き
と
し
た
絵
の
姿
を
現
し
て
く
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
２
分
く
ら
い
の
時

間
で
の
事
柄
で
あ
る
。

　

郷
土
の
誇
る
日
本
を
代
表
す
る
洋

画
家
・
故
梅
津
五
郎
先
生
の
絵
を
通

し
、
短
時
間
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う

な
心
に
刻
ま
れ
る
時
を
持
て
た
こ
と

は
誠
に
幸
せ
で
あ
る
。
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�

一
瞬
�
時
�

�
高
�
�
澄
�
渡
�
�
空
�
10
月
始

�
�
一
本
�
電
話
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
時
期
�
桜
�
咲
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
畔
藤
�
土
里
夢
館

駐
車
場
�
一
本
�
桜
�
木
�
�
白
�

小
�
�
花
�
何
輪
�
咲
�
�
�
�
�

�
�
気
候
�
影
響
�
�
今
年
�
各
地

�
�
狂
�
咲
�
�
�
話
題
�
聞
�
�

�
�
�
�
季
節
外
�
�
花
�
不
思
議

�
魅
力
�
�
�
�
�
�
�

�
本
来
�
�
秋
�
桜
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
町
�
至
�
所
�
見

�
�
�
�
�
�
今
年
�
四
季
�
郷
駅

前
�
�
咲
�
�
�
�
�
�
月
�
�
荒

砥
高
校
�
生
徒
�
皆
�
�
�
種
�
�

�
�
�
�
�
場
所
�
白
�
�
�
�
�

�
�
�
�
色
�
花
�
駅
前
�
彩
�
�

�
�
�
�
�
今
月
13
日
�
�
�
四
季

�
郷
駅
�
開
業
�
�
�
�
足
�
�
運

�
�
�
�
�
�
色
鮮
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
多
彩
�
�
�
�
�
�
�

楽
�
�
�
�
�
�
�
�
越
�
�
際
�
�

�
�
�
�
�
�
長
井
線
�
�

�
夜
�
随
分
�
肌
寒
�
�
�
�
�
�
�

風
邪
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

皆
�
�
�
体
�

�
気
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
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�


